
「キャリア教育」とは何か�

日々の授業での働きかけが�
工夫次第でキャリア教育に�
国立教育政策研究所生徒指導研究センター総括研究官◎藤田晃之�

インタビュー�

C O N T E N T S

特集　1　キャリア教育・進路指導�

教科で進める「キャリア教育」�
2

教える現場、育てる言葉�

クレームとエピソードを通じて伝承される接客の精神�
能登（石川県）　和倉温泉◎加賀屋�

15

P. 30

明日から使えるＩＣＴ講座�

第2回　反復・定着学習　メディア教育開発センター教授◎中川一史�

22

10代のための「学び」考�

東京大名誉教授、日本学士院会員◎小さな疑問を粘り強く考え抜くことが学問の進歩を生み出す�

28
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神奈川県横浜市　「横浜版学習指導要領」を基に各学校へのきめ細かな支援を強化�
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21 「言語活動」の意義を理解し従来の授業の改善を進める�
国立教育政策研究所初等中等教育研究部長◎工藤文三�

研究者の視点�

10 福岡県　飯塚市立頴田中学校�
生徒の実態を踏まえ、キャリア教育で「忍耐力」を育む�

学校事例　1

12 新潟県　上越市立雄志中学校�
「学び」と「生活・仕事」を地域事業者とのＴＴで結ぶ�

学校事例　2

14 キャリア教育の視点�資料�

4 データで見る実態�
教師の間で異なる「キャリア教育」の認識�

分析�
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特集　3　生徒指導�
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キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

新
学
習
指
導
要
領�

生
徒
指
導�

特
集
�

職
場
体
験
学
習
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
心
的
な
活
動
と
し
て
9
割
以
上
の
中
学
校
が
導
入
し
、�

そ
の
多
く
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
特
別
活
動
の
時
間
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
�

し
か
し
、そ
も
そ
も
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
ど
の
よ
う
な
教
育
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
�

す
べ
て
の
教
科
・
領
域
で
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
�

本
特
集
で
は
、中
学
校
に
求
め
ら
れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
何
か
を
改
め
て
見
直
し
、�

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
で
日
々
の
授
業
を
見
直
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
学
校
事
例
か
ら
考
え
る
。
�

教
科
で
進
め
る�

特
集
�
1キ

ャ
リ
ア
教
育�
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上
に
挙
げ
た
項
目
は
、
す
で
に
多
く
の

先
生
が
指
導
・
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
普
段
か
ら
半
ば
無
意

識
に
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
、
実
は
生
徒

の
職
業
観
や
勤
労
観
を
育
む
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
に
も
結
び
付
い
て
い
る
。�

　
つ
ま
り
、
社
会
に
出
る
際
に
最
低
限
必

要
な
こ
と
や
、
将
来
を
考
え
る
際
の
土
台

と
な
る
意
欲
・
ス
キ
ル
は
、
日
々
の
教
科

指
導
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
教
育
活

動
に
お
い
て
、
教
師
が
意
識
し
て
少
し
工

夫
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
え
る
。�

　
上
記
に
「
模
範
解
答
」
は
な
く
、
複
数

の
能
力
と
関
係
が
あ
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
指
導
し
て
い
る
だ

け
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
で
き
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。�

　
本
特
集
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す

る
学
校
現
場
の
意
識
や
実
態
を
踏
ま
え
た

上
で
、
改
め
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
何
を

指
す
の
か
、
教
科
指
導
を
は
じ
め
と
す
る

普
段
の
教
育
活
動
で
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
、
研
究
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
学
校

事
例
か
ら
考
え
る
。�

A

B

C

D

教科で進める「キャリア教育」�

1特集�

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら�

授
業
で
行
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の�

ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す�

Check!

授業前後の挨拶、授業を受ける正しい姿勢、�
チャイム始業を徹底する�

時間・場所・状況に合わせた言葉遣いを意識させる�

学級内やグループ内で、周囲のことを考えた上で�
果たすべき役割を考えさせる�
�

教師が担当する教科を好きになったきっかけや、�
その教科の魅力を話す�
�

定期考査に向けて、計画的に学習させる�
�

普段の授業で、地域の人や企業の人などを外部講師として招く�
�

学習の様子や日常生活を自己評価させ、改善する努力を促したり、�
友だちへのアドバイスができるようにさせる�

観察や実験、調べ学習などで、課題を解決するための方法を�
考えさせたり、情報を整理・分析したりさせる�

作品づくりや表現活動に積極的に取り組ませるようにする�

その日の学習内容を振り返り、レポート等にまとめさせる�

次の１～１０の項目は、生徒の職業観・勤労観を育むために必要とされる４つの力�
（ A人間関係形成能力、B情報活用能力、C将来設計能力、D意思決定能力）のうち、�
主にどの力と結び付くと思いますか？�

※各能力の定義は、国立教育政策研究所による（P.１４参照）�

【人間関係形成能力】�
�
他者の個性を尊重し、自己の
個性を発揮しながら、様 な々人々
とコミュニケーションを図り、協力・
共同してものごとに取り組む。�

【情報活用能力】�
�
学ぶこと・働くことの意義や役
割及びその多様性を理解し、
幅広く情報を活用して、自己の
進路や生き方の選択に生かす。�

【将来設計能力】�
�
夢や希望を持って将来の生き
方や生活を考え、社会の現実
を踏まえながら、前向きに自己
の将来を設計する。�

【意思決定能力】�
�
自らの意思と責任でよりよい選
択・決定を行うとともに、その過
程での課題や　藤に積極的
に取り組み克服する。�

DCBA

DCBA

DCBA

DCBA

DCBA

DCBA

DCBA

DCBA

DCBA

DCBA

日々の指導とキャリア教育のつながりを�

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
心
と
な
る
活
動
の
一
つ
は
、
職

場
体
験
学
習
で
あ
る
。
国
立
教
育
政
策
研
究
所
が
行
っ

た
調
査
（
注
１
）
の
結
果
に
よ
る
と
、
２
０
０
６
年
度

の
公
立
中
学
校
に
お
け
る
職
場
体
験
の
実
施
率
は
９４
・

１
％
（
前
年
度
比
２
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）
だ
っ
た
。
実

施
期
間
は
１
〜
３
日
間
が
全
体
の
８０
・
７
％
を
占
め
、

文
部
科
学
省
が
推
奨
す
る
「
５
日
間
」
は
16
・
５
％

と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。�

　
教
育
課
程
内
の
ど
の
時
間
を
使
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
実
施
」
す
る
割
合

が
８４
・
１
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、「
特
別
活
動
で
の
実

施
」（
１６
・
７
％
）
が
続
く
。「
教
科
の
授
業
で
実
施
」、

「
教
育
課
程
に
は
位
置
付
け
な
い
で
実
施
」
す
る
割
合

は
１
割
に
満
た
な
い
（
図
２
）。�

　
具
体
的
な
学
習
内
容
は
、
図
３
の
通
り
だ
。
０４
〜
０５

年
に
日
本
進
路
指
導
協
会
が
行
っ
た
調
査
（
注
２
）
に

よ
る
と
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
い
て
、
中

学
１
年
生
で
は
生
き
方
や
進
路
を
考
え
る
上
で
の
下
地

と
な
る
学
習
内
容
が
上
位
に
来
て
お
り
、
２
年
生
で
は

職
場
訪
問
・
体
験
学
習
に
関
す
る
活
動
が
多
く
な
る
。

３
年
生
に
な
る
と
、
高
校
な
ど
上
級
学
校
へ
の
進
学
に

関
す
る
活
動
が
増
え
る
。�

教
師
の
間
で
異
な
る�

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」の
認
識�

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
い
う
言
葉
は
、職
場
体
験
学
習
の
広
が
り
と
共
に
身
近
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。�

一
方
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
や
取
り
組
む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
は
、教
師
の
間
で
認
識
が
異
な
る
こ
と
が
�

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
こ
で
は
、各
種
の
調
査
結
果
を
基
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
態
を
紹
介
す
る
。�

分
析�
デ
ー
タ
で
見
る
実
態�

図１� 職場体験の実施状況（学年別・期間別）�

図２� 教育課程等への位置付け�

7.9

職
場
体
験
の
実
施
期
間�

文
科
省
が
勧
め
る
「
5
日
間
」
は
１７
％�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

新
学
習
指
導
要
領�

生
徒
指
導�

注１　「平成１８年度 職場体験・インターンシップ実施状況等調査」（国立教育政策研究所 生徒指導研究センター）�
　　　http://www.nier.go.jp/02_news/newsh19.html�
注２　『キャリア教育の推進のための中学校進路指導の現状と課題』（日本進路指導協会、２００６）�

特
集
�

（％）�０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

84.1

16.7

1.5

総合的な学習の�
時間で実施�

特別活動での�
実施�

教科の授業で�
実施�

教育課程には�
位置付けずに実施�

＊実施期間は、実際に事業所等で体験活動を行う期間とし、事前･事後指導等�
の時間は含めない�
�

2日�1日� 3日� 4日� 5日� 6日以上�
（％）�

全体�

１年生�

２年生�

３年生�

０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

29.1

53.3

22.6

36.3 33.6 19.8 6.4

29.2 24.5 21.0 

22.1 18.5

1.3

4.3 

0.5 

0.5 

0.9

28.7 22.9 16.5

2.1 0.6

2.9

2.2 

＊複数回答�
＊実際に事業所等で行う体験活動を対象とし、事前・事後指導等は含めない�
�
図１、２出典�
「平成１８年度 職場体験・インターンシップ実施状況等調査」�
（国立教育政策研究所 生徒指導研究センター）�
http://www.nier.go.jp/02_news/newsh19.html
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キ
ャ
リ
ア
教
育
の
定
義
を
端
的
に
表
す
と
「
児
童
生

徒
一
人
一
人
の
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
て
る
教
育
」
と

な
る
（
注
３
）。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
用
い
ら
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
生
徒
の
主
体
的
な
進
路
選
択
と
そ
の
指

導
を
す
べ
て
の
教
育
課
程
で
重
視
す
る
方
向
性
が
随
所

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（
Ｐ.�
７
本
文
参
照
）。�

　
一
方
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
「
知
ら
な
い
」
中
学
校
の
学
級
担
任
は
０４
〜
０５

年
の
調
査
で
６５
・
０
％
お
り
、「
知
っ
て
い
る
」（
３５
・

０
％
）
を
３０
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
た
。「
知
っ
て
い

る
」
場
合
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
何
を
指
す
の
か
に
つ

い
て
認
識
が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
だ
（
図
４
）。�

　
図
５
は
、
管
理
職
・
進
路
指
導
主
事
（
主
任
）
を
対

象
に
、
進
路
指
導
の
変
化
に
関
す
る
意
識
を
尋
ね
た
結

果
だ
。
全
体
的
に
、
生
徒
の
意
欲
や
主
体
性
を
重
視
す

る
指
導
に
転
換
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
考
え
方
と
も
一
致
し
て
い
る
が
、「
学
校

選
択
の
指
導
か
ら
生
き
方
の
指
導
へ
の
転
換
」
に
つ
い

て
は
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
わ
な
い
」
回
答
が
２
割
程
度
存
在
し
て
お
り
、

今
後
の
課
題
と
い
え
る
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
職
業
体
験
な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
部

分
的
な
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
へ
の
理
解
や
「
学
校
選
択
に
と
ど
ま
ら
な
い
進
路

指
導
」
の
実
践
は
十
分
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
。�

図５� 管理職・進路指導主事（主任）の進路指導に関する意識�図４� 学級担任のキャリア教育への認識 �

図３�「総合的な学習の時間」における進路・キャリア教育の内容（学年別の上位５項目）�

どちらかといえばそう思う�

「
生
き
方
の
指
導
」
へ
の
転
換
が
課
題�

注３　文部科学省「小学校・中学校・高等学校 キャリア教育推進の手引」より。キャリア教育とは「『児童生徒一人�
　　  一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を�
　　  育てる教育』。端的には、『児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てる教育』」とある�教科で進める「キャリア教育」�

1特集�

自分を理解する学習�
職場・福祉施設等における
体験学習の事前・事後学習�

高等学校など上級学校への
体験入学�74.2% 88.5% 98.2%

社会人による生き方や進路
に関する講話・講演�

職場・福祉施設等における
体験学習�

高等学校など上級学校の関
係者を招いて行う学校説明会�59.5% 85.5% 96.7%

将来設計に関する学習�
職場の訪問や見学、職業の
調査・研究�

高等学校など上級学校への
訪問や見学�57.4% 79.1% 92.2%

職場の訪問や見学、職業の
調査・研究� 自分を理解する学習�

訪問や見学、体験入学に関
わる事前・事後学習�54.5% 70.1% 90.4%

職場・福祉施設等における
体験学習の事前・事後学習�

社会人による生き方や進路
に関する講話・講演� 将来設計に関する学習�44.3% 67.2% 85.1%

１位�

１年生� ２年生� ３年生�

2位�

3位�

4位�

5位�

そう思う�

どちらかといえばそう思わない� そう思わない�

Q.以下の点について、進路指導の転換が進んでいると思うか�

＊「キャリア教育の内容」は、Q１に「はい」と回答した人のみ対象�
�

Q1.キャリア教育の推進が求められていることを知っていたか�

（％）�
０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

教師の選択決定から生徒の�
選択決定への指導の転換� 59.0 38.8

1.6 0.6

１００%の合格可能性に基づく�
指導から生徒の意欲や努力を�

重視する指導への転換�
23.4

0.9

62.7 13.0

進学可能な学校の選択から�
進学したい学校の�

選択への指導の転換�
25.0 59.9 13.2

1.8

学校選択の指導から�
生き方の指導への転換� 18.4 60.6 18.7

2.3

Q2.キャリア教育の内容はどのようなものだと思うか�
従来の進路指導を�
小学校にも拡充し、名称を�
改めたものと思われる�

（％）�０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

はい�
（知っている）�

いいえ�
（知らない）�

65.0

従来の進路指導と職業教育の�
両者を包括したものと思われる� その他�

66.7 14.9 
18.4

＊複数回答�

35.0

図３～５出典／『キャリア教育の推進のための中学校進路指導の現状と課題』（日本進路指導協会、２００６）�
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　「
キ
ャ
リ
ア
」
の
語
源
を
た
ど
る
と
「
轍
（
わ
だ
ち
）」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て

未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
道

―
つ
ま
り
「
生
き
方

そ
の
も
の
」
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
人
生

経
験
の
浅
い
中
学
生
に
と
っ
て
、「
ど
の
よ
う
に
生
き

て
い
く
の
か
」「
そ
の
た
め
に
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
力
は
何
か
」
と
自
分
自
身
に
問
い
か
け
る
た
め

に
は
、
考
え
る
材
料
が
少
な
す
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
、
学

校
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
考
え
さ
せ
る
の
が
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
で
す
。�

　
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
「
進
路
指
導
」
は
何

が
違
う
の
で
し
ょ
う
。
従
来
の
進
路
指
導
で
は
、
少
し

で
も
社
会
的
に
評
価
の
高
い
高
校
に
生
徒
を
合
格
さ
せ

る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
き
ま
し
た
（
図
１
）。
１
９

７
０
年
代
、
当
時
の
文
部
省
が
都
道
府
県
教
育
委
員
会

等
に
対
し
て
、「
進
路
指
導
が
出
口
指
導
で
は
い
け
な

い
」「
本
来
の
進
路
指
導
（
注
１
）
に
改
善
し
よ
う
」

と
い
う
通
達
を
２
回
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
中
学
校
に
は
通
達
の
方
向
性
は
根
付
き
ま
せ

ん
で
し
た
。�

　
な
ら
ば
、「
本
来
の
進
路
指
導
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
は
イ
コ
ー
ル
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け

�
�

新
学
習
指
導
要
領�

日
々
の
授
業
で
の
働
き
か
け
が�

工
夫
次
第
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
に�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー�

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
何
か�

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
生
き
方
そ
の
も
の
を�

考
え
さ
せ
る
活
動�

ふ
じ
た
・
て
る
ゆ
き
◎
１
９
９
３
年

筑
波
大
大
学
院
博
士
課
程
教
育
学
研

究
科
単
位
取
得
退
学
。
中
央
学
院
大

商
学
部
助
教
授
、
筑
波
大
大
学
院
博

士
課
程
人
間
総
合
科
学
研
究
科
准
教

授
な
ど
を
経
て
、
０８
年
４
月
か
ら
現

職
。
博
士
（
教
育
学
）。�

国
立
教
育
政
策
研
究
所 

生
徒
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
総
括
研
究
官
　

藤
田
晃
之�

注１　「（生徒の）生き方にかかわる組織的・継続的な指導・援助」「取組を進めるに当たっては、常に、子どもたち一人一
人の内面の成長・発達を促すとともに、将来、職業人・社会人としてよりよく自己を生かしていく基盤となる能力や態
度を育成していくという基本姿勢が強く求められる」（国立教育政策研究所 生徒指導研究センター「児童生徒の職
業観・勤労観を育む教育の推進について」より抜粋）�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

生
徒
指
導�

特
集
�

て
る
　
ゆ
き�

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、�

身
に
つ
け
さ
せ
る
べ
き
四
つ
の
能
力
領
域（
Ｐ.�
１４�
参
照
）を
、教
科
指
導
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
直
し
、�

生
徒
に
働
き
か
け
れ
ば
よ
い
の
か
。国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
藤
田
晃
之
総
括
研
究
官
に
聞
い
た
。�
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で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
は
い
わ
ゆ
る
「
職

業
教
育
」
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
も
、
単
に
職
業
技
能

を
身
に
つ
け
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
技
能
を
持

っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の

か
、
社
会
に
お
い
て
そ
の
技
能
が
果
た
す
役
割
は
何
か

と
い
っ
た
こ
と
を
も
見
い
だ
し
て
い
く
教
育
で
す
。�

　
つ
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
「
本
来
的
な
進
路
指
導
」

プ
ラ
ス
「
本
来
的
な
職
業
教
育
」
な
の
で
す
。
こ
れ
を

学
校
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
と
調
和
す
る
よ
う
に

工
夫
し
な
が
ら
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
、
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。�

����

　
実
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
は
、「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
と
い
う
言
葉
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
重
要
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
的
や
内

容
を
示
す
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、「
学
ぶ
こ
と
と
働
く
こ
と

の
意
義
」「
勤
労
観
」「
職
業
観
」
と
い
っ
た
別
の
表
現

と
し
て
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
６０
年
ぶ
り
に

改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法
に
も
「
個
人
の
価
値
を
尊
重

し
て
、
そ
の
能
力
を
伸
ば
し
、
創
造
性
を
培
い
、
自
主

及
び
自
律
の
精
神
を
養
う
と
と
も
に
、
職
業
及
び
生
活

と
の
関
連
を
重
視
し
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
態
度
を
養
う

こ
と
（
第
２
条
２
）」
と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
が
、
法
律
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。�

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各
教

科
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、
道
徳
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」「
な

ぜ
学
び
が
重
要
な
の
か
」
を
、
生
徒
自
身
の
将
来
や
社

会
の
在
り
方
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
さ
せ
る
指
導
が

大
切
で
す
。
そ
の
意
味
で
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
＝
「
職

場
体
験
」
と
い
っ
た
狭
い
捉
え
方
で
は
な
く
、
学
習
指

導
要
領
全
体
の
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

����

　
生
徒
に
、
学
ぶ
意
味
に
気
づ
か
せ
学
ぶ
意
欲
を
高
め

さ
せ
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
中
学
校
の
教
科
学

習
で
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
た
「
第
４
回
学
習
基
本
調
査
」（
Ｐ．�
８
図
２
）
を

見
る
と
、「
上
手
な
勉
強
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
ど

う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
と
思
う
」
と
い
う
回
答
が
、
中
学
生
に
な
る
と
急
増

し
て
い
ま
す
。�

　
思
春
期
に
入
る
と
、
自
分
を
あ
る
程
度
客
観
視
し
、

そ
れ
ま
で
と
は
違
う
視
点
で
自
分
の
学
び
を
問
い
直
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
小
学
校
か
ら
継
続
し

て
学
習
そ
の
も
の
の
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
大
切
で

す
が
、
中
学
校
で
は
自
分
の
将
来
や
生
き
方
と
今
の
学

び
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
い
で
い
く
の
か
と
い
う
視
点
を

提
示
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。�

　
た
だ
、
小
学
校
で
は
「
足
し
算
・
引
き
算
が
で
き
な

い
と
大
人
に
な
っ
て
生
活
で
き
な
い
」
と
、
学
び
と
自

分
の
将
来
を
結
び
付
け
て
伝
え
や
す
い
面
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
中
学
校
で
学
ぶ
関
数
は
、
必
ず
し
も
日
常

生
活
に
必
要
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
、
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、「
関
数
が
で
き
な
い
と
、

科
学
者
に
な
れ
ま
せ
ん
」
と
強
調
し
て
し
ま
う
と
、
生

徒
は
「
別
に
科
学
者
に
な
ら
な
い
か
ら
い
い
よ
」
と
、

進路発達指導�

集団指導�

個別指導�

進路決定の指導�

図１�「進路発達」と「進路決定」の枠組みと分類�

●職場体験�

●社会人・職業人の講話�

●学級活動における話し合いの活動�

●グループや個人での調査研究�

●生徒ごとの発達の評価�

●進路希望調査の際に行う面談�

　　　　　●キャリア・ポートフォリオ等の作成と振り返り、個別面談�

●上級学校の体験入学、模擬授業�

●上級学校調べや発表会�

●模擬試験�

●志望先の選択・決定�

従来型の進路指導�

教科で進める「キャリア教育」�

1特集�

キ
ャ
リ
ア
教
育
は�

新
学
習
指
導
要
領
の
基
盤
の
一
つ�

学
校
で
学
ぶ
「
知
」
が
社
会
を�

支
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る�

従来から中学校、高校の進路指導は、進路を決定するための指導に重点が置かれてきた。今、集団を対象
としたさまざまな体験活動（職場体験など）と、個人を対象とした指導の両面から、生徒の進路発達を支え
る取り組みが求められている�
＊文部科学省「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書」の図を抜粋し、編集部が加
筆して作成�
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関
数
の
学
習
に
意
味
を
見
い
だ
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
、「
自
分
の
就
き
た
い
職
業
」
と
「
学
ん
で
い
る
こ

と
」
の
一
対
一
対
応
を
強
調
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

１
９
７
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
一
時
的
に
広
く
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
哲
学
や
歴
史
学
な
ど
を
軽

視
す
る
風
潮
が
強
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
進
め
れ
ば
進
め
る
ほ
ど
、
反
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。�

　
学
び
と
職
業
と
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
例
え
ば
、
関
数
を
知
ら

な
く
て
も
生
き
て
い
け
ま
す
が
、
関
数
が
支
え
て
く
れ

て
い
る
こ
と
は
社
会
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
単
に
自

分
の
将
来
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
で
学
ぶ
「
知
」
が
私

た
ち
の
社
会
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
こ
と

も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。�

　
手
始
め
に
、
各
教
科
を
担
当
す
る
先
生
ご
自
身
が
、

今
教
え
て
い
る
教
科
を
な
ぜ
好
き
に
な
っ
た
の
か
、
ど

う
し
て
職
業
と
し
て
教
え
て
い
る
の
か
、
教
科
と
社
会

と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、
是
非
、
生
徒
に

話
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
一
つ
と
な
る
の
で
す
。�

����

　
教
科
指
導
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

際
に
、
必
ず
し
も
新
し
い
活
動
を
始
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
、
行
っ
て
い
る
活
動
を
見
直
し
、
ど
こ
か

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
、
活
動
を
膨

ら
ま
せ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。�

　
基
に
な
る
の
は
、
旧
文
部
省
の
委
託
調
査
研
究
か
ら

開
発
さ
れ
た
「
職
業
観
・
勤
労
観
を
育
む
た
め
の
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠
組
み
（
例
）」（
Ｐ.

１４
図
参
照
）
で

す
。
生
徒
の
職
業
観
・
勤
労
観
を
育
む
た
め
に
必
要
な

能
力
を
「
人
間
関
係
形
成
能
力
」「
情
報
活
用
能
力
」「
将

来
設
計
能
力
」「
意
思
決
定
能
力
」
の
四
つ
に
分
類
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
能
力
を
二
つ
ず
つ
、

計
八
つ
の
能
力
に
整
理
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
「
例
」
で
す
。
す
べ
て
を
必
須
の
も
の

と
捉
え
て
実
施
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
い
き
な
り
学
校
全
体
で
綿
密
な
計
画
を
立
て
て
取
り

入
れ
よ
う
と
す
る
と
、
進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
担

当
の
先
生
方
が
大
変
な
負
担
を
抱
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
先
生
が
自
分
の
授
業
で
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
活
動
を
し
て
み
る
。
そ

こ
で
の
成
果
を
、
教
科
内
あ
る
い
は
学
年
内
の
先
生
と

共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

成
果
が
見
ら
れ
た
ら
、「
こ
の
理
科
の
単
元
と
家
庭
科

を
つ
な
い
で
み
よ
う
」「
学
級
活
動
に
も
つ
な
い
で
み

よ
う
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
点
と
点
を
結
ん
で
い
く
。

徐
々
に
活
動
範
囲
を
広
げ
、
学
校
全
体
の
体
系
的
な
指

導
に
ま
と
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。�

　
毎
日
の
指
導
で
気
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
例
え
ば
、
よ
く
問
題
行
動

を
起
こ
す
生
徒
、
グ
ル
ー
プ
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
生
徒
か
ら
眼
差
し
を
広
げ
て
い
く
の
で
す
。
す
べ
て

の
生
徒
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
ま
ず
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
最
も
必
要
と
思
わ
れ
る
生
徒
に
働
き

か
け
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ー
ト
の
切
り
方
も
あ
り
ま
す
。�

0 （％）�

上手な勉強の仕方がわからない�
30.4 

43.8 
8.9 

31.1 
38.0 

51.3 

68.3 
どうしてこんなことを�

勉強しなければいけないのかと思う�
（小５生は「何のために勉強しているの�

かわからない」）�

わかりやすい授業にしてほしい�

小学校までにもっと�
勉強しておけばよかった�

（小５生は「４年生までにもっと�
勉強しておけばよかった」）�

10 20 30 40 50 60 70 80

33.3 

小５生�

中２生�

出典／Benesse教育研究開発センター「第４回学習基本調査報告書」（２００６年調査）�
調査概要、詳しい調査結果は、Benesse教育研究開発センターの ウェブサイトをご参照ください�
http://benesse.jp/berd/　→HOME＞調査・研究データ＞学習基本調査�
�

図２� 小学生と中学生の学習意欲に関する調査�

Q.あなたは勉強について、次のように思うことがありますか�

は
じ
め
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の�

完
璧
な
体
系
を
目
指
す
必
要
は
な
い�

新
学
習
指
導
要
領�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

生
徒
指
導�
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�
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目
の
前
に
い
る
生
徒
た
ち
に
は
何
が
欠
け
て
い
る
の

か
、
こ
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な
問
題
が

生
じ
る
の
か
、
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
工
夫
が
必
要
な
の
か
、
と
い
っ
た
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
も
、
是
非
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

こ
と
の
一
つ
で
す
。�

　
あ
る
学
校
の
理
科
の
授
業
を
見
学
し
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
６
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
実
験
の
手
順
を

考
え
る
話
し
合
い
が
、
指
導
案
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
活
動
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
単
に
生
徒

が
話
し
合
い
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
場
で
教
師
か

ら
生
徒
へ
の
働
き
か
け
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
確
か
に
、
話
し
合
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
た
だ
授
業
の
中
に
話
し
合
い

の
場
面
を
設
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
発
言
を
し
て
い
な
い
生
徒
を
発
言
し
や
す
く

す
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
話
し
合
い
の
途
中
に
考
え
さ

せ
る
。
そ
し
て
、
後
日
、
学
級
活
動
な
ど
で
、
そ
の
授

業
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
改
め
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。�

　
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
生
徒
の
人
間
関
係
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

抱
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
も
異
な
る
で
し

ょ
う
。「
話
し
合
い
の
機
会
を
設
け
た
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
た
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ク

ラ
ス
の
課
題
を
踏
ま
え
て
何
を
投
げ
か
け
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
働
き
か
け
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
な

が
ら
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
話
し
合
い
の
場
面
も

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。�

　
た
だ
、
話
し
合
い
活
動
の
た
び
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

の
関
係
を
考
え
な
が
ら
指
導
す
る
の
は
、
先
生
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
絡
め
た
授
業

は
、
各
教
科
ご
と
に
年
に
１
、
２
回
程
度
か
ら
始
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
な
ら
指
導
し
や
す

い
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
関
係
し
て
い
る
、
と
い
う
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。�

����
　
学
校
全
体
と
し
て
見
た
場
合
に
大
切
な
こ
と
は
、
地

域
や
自
校
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
立
て
る
こ
と
で
す
。
職
場
体
験
一
つ
を
と
っ
て
も
、

事
業
所
の
多
い
地
域
か
ら
少
な
い
地
域
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
生
徒
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
も
、
農
村
部
と
都
市

部
で
は
異
な
り
ま
す
。�

　
進
路
指
導
の
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
る
際
の
よ
い
入
り
口
と
し
て
は
、
高
校
入
試
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
中
学
生
に
と
っ
て
、
高
校
時
代
は
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
・
職
業
に
続
い
て
い
く
大
事
な
３
年
間
と

な
り
ま
す
。
高
校
入
試
を
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
取
り
入
れ
て
考
え
る
の
か
が
、
成
功
へ
の
分
岐
点
の

一
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。�

　
今
で
は
、
中
学
生
の
約
７２
％
が
普
通
科
高
校
に
進
学

し
て
い
ま
す
。
世
の
中
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
職
業
に
就

く
可
能
性
の
あ
る
普
通
科
に
な
ぜ
進
む
の
か
。
こ
の
点

は
、
多
く
の
生
徒
が
中
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通

し
て
改
め
て
考
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
際
、
四
つ
の
能
力
領
域
だ
け
を
前
提
と
す
る
の
で

は
な
く
、
高
校
生
活
の
中
で
生
徒
は
ど
の
よ
う
な
課
題

に
直
面
し
て
い
く
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
中
学
校
の
先
生
と
高
校
の
先
生
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
機
会
は
、
教
科
研
究
会
や
内
申
書
の
や
り

と
り
な
ど
を
通
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
た
に
交
流

の
場
を
立
ち
上
げ
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

今
あ
る
機
会
を
利
用
し
て
、
高
校
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育

が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
生
徒
は
ど
の
よ
う
に
進
路
を

決
め
て
い
く
の
か
を
つ
か
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。�

　
同
様
に
、
小
学
校
と
の
や
り
と
り
も
大
切
で
す
。
い

わ
ゆ
る
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
に
し
て
も
、
ど
ん
な
課

題
を
持
っ
た
子
た
ち
が
入
学
し
て
く
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
手
立
て
に
も
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
３
〜
４
年
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
自
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
つ
く

る
と
い
っ
た
気
持
ち
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
れ

ば
よ
い
の
で
す
。�

　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た
の
は

９９
年
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
や
実
践
の
中
か
ら
良
い
も
の
を
探
し
て
い
る
、
試
行

錯
誤
の
段
階
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
互
い
に
情
報
を
発

信
し
、
受
容
し
、
再
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

徐
々
に
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
発
達
段
階
と
の
整
合

性
が
図
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。�

年
１
、２
回
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の�

観
点
を
意
識
し
た
授
業
を�

高
校
入
試
は
自
校
の
課
題
を�

発
見
す
る
チ
ャ
ン
ス�

教科で進める「キャリア教育」�

1特集�
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１９４７（昭和２２）年開校。
校区に小学校は１校のみ
で、生徒の大半は９年間
を共に過ごす。０５年度に

旧頴田町が構造改革特区「教育のまち頴田」の認定を受け、
キャリア教育のほか２０人学級や小中一貫英語教育などに
取り組んだ（０７年度末に市町村合併により認定終了）。�

����

　
筑
豊
の
旧
産
炭
地
に
位
置
す
る
頴
田
中
学
校
の
校
区

に
は
、
産
業
構
造
の
転
換
に
伴
う
厳
し
い
経
済
状
況
が

残
る
。
９
年
前
に
着
任
し
た
古
野
守
和
先
生
は
「
将
来

へ
の
夢
や
希
望
を
見
い
だ
せ
ず
、
自
己
効
力
感
が
乏
し

い
生
徒
が
多
い
状
況
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。
１０
年
ほ

ど
前
ま
で
は
、
授
業
が
成
り
立
た
な
い
ほ
ど
学
校
は
荒

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
同
校
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点

か
ら
教
育
課
程
を
見
直
す
こ
と
で
、
生
徒
に
将
来
に
向

け
て
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
理
解
さ
せ
、
学
習
意
欲
の
向

上
、
ひ
い
て
は
学
力
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　
ま
ず
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
目
標
・
内
容
に
つ

い
て
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
か
か
わ
る
４
能
力
領
域
（
Ｐ．�

１４
参
照
）
と
関
連
す
る
項
目
を
全
教
科
で
洗
い
出
し
た
。

社
会
科
の
場
合
、「
地
域
的
特
色
を
捉
え
る
た
め
の
視

点
や
方
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
と
い
う
目
標
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
「
情
報
活
用
能
力
」
や
「
将
来
設
計
能
力
」

に
該
当
す
る
、
と
い
う
具
合
だ
。�

　
次
に
、
教
科
ご
と
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
４
能
力

領
域
と
単
元
や
題
材
と
の
関
連
を
明
確
に
し
（
図
）、

教
科
の
年
間
計
画
に
明
記
し
た
。
古
野
先
生
は
「
数
学

科
の
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
諸
能
力
と
の
関
連
付
け
が
難

し
い
教
科
も
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
教
科
の
目
標
達

成
を
最
優
先
に
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
は
副
次

的
に
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
す
べ
て
の
単

元
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
関
連
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
結

び
付
け
な
い
単
元
が
あ
っ
て
も
よ
し
と
し
ま
し
た
」
と

話
す
。�

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
評
価
規
準
も
作
成
し
た
。
た
だ
、

評
価
規
準
が
多
す
ぎ
て
評
価
の
た
め
の
授
業
に
な
ら
な

い
よ
う
、
新
た
な
規
準
は
で
き
る
だ
け
つ
く
ら
ず
、
従

来
の
教
科
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
た
。�

　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
良
い
成
績
を
取
ら
せ
る
こ
と
だ
け
が
、

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
目
で
見
て
、
生
徒
が
何

の
た
め
に
学
校
で
勉
強
し
て
い
る
の
か
を
、
ま
ず
は
教

師
が
捉
え
直
し
、
教
科
学
習
が
生
徒
の
将
来
と
ど
の
よ

う
に
結
び
付
い
て
い
る
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
か
ら
『
こ
ん
な
勉
強
が
何
の
役

生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え�

キ
ャ
リ
ア
教
育
で「
忍
耐
力
」を
育
む�

自
己
効
力
感
や
学
習
の
役
立
ち
感
の
乏
し
さ
か
ら
く
る
学
習
意
欲
の
低
下
を
、ど
の
よ
う
に
克
服
す
れ
ば
よ
い
の
か
。�

飯
塚
市
立
頴
田
中
学
校
は
、す
べ
て
の
教
育
課
程
と
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
か
か
わ
る
諸
能
力
と
の
関
連
を
洗
い
出
す
と
共
に
、�

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
「
忍
耐
力
」
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
む
能
力
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。�

学
校
事
例�

福岡県�

飯塚市立�
頴田中学校�

1

校長�

生徒数�

学級数�

所在地�
�

ＴＥＬ�

ＦＡＸ�

ＵＲＬ�

西 大輔先生�

１６０人�

７学級（うち特別支援学級１）�

〒８２０-１１１２�
福岡県飯塚市鹿毛馬１６６７-２�

０９４９６-２-０１２６�

０９４９６-２-０１８０�

http://www.city-iizuka.ed.jp/�
index.cfm/12,0,43,html

S c h o o l  D a t a

「
な
ぜ
そ
の
学
習
が
必
要
な
の
か
」�

教
師
自
身
が
捉
え
直
す�

新
学
習
指
導
要
領�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

生
徒
指
導�

特
集
�

福
岡
県
　

飯
塚
市
立
頴
田
中
学
校�

か
い
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に
立
つ
の
？
』
と
問
わ
れ
た
と
き
に
、
説
明
で
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
納
得
す
る
生
徒
と

し
な
い
生
徒
が
い
ま
す
が
、
教
師
と
し
て
意
識
し
続
け

る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、

生
徒
に
そ
の
話
ば
か
り
し
て
い
て
は
効
果
が
薄
れ
ま
す
。

こ
こ
ぞ
と
い
う
大
事
な
場
面
で
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」（
古
野
先
生
）�

����������������������

����

　
同
校
で
は
、
年
２
回
の
調
査
を
通
し
て
、
生
徒
の
変

化
を
追
跡
し
て
い
る
。
結
果
か
ら
生
徒
の
弱
点
を
洗
い

出
し
、
学
年
ご
と
に
重
点
課
題
を
設
定
し
、
全
教
科
で

対
策
を
講
じ
る
。
例
え
ば
、

行
事
に
向
け
て
短
期
的
に
は

頑
張
る
の
だ
が
、
家
庭
学
習

な
ど
を
長
期
的
に
続
け
る
力

が
乏
し
く
、
す
ぐ
に
あ
き
ら

め
て
し
ま
う
傾
向
が
全
学
年

に
共
通
し
て
強
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
で
身
に
つ
け
た
い
力

に
「
忍
耐
力
」
を
独
自
に
加

え
、
４
能
力
領
域
の
「
意
思

決
定
能
力
」
の
一
つ
と
し
た
。

各
教
科
・
領
域
と
関
連
付
け

る
際
も
、「
忍
耐
力
」
を
「
確

認
テ
ス
ト
で
基
準
に
満
た
な

い
場
合
は
習
熟
す
る
ま
で
繰

り
返
す
」
と
い
う
よ
う
に
具

体
化
し
、
全
学
年
・
全
教
科
・

領
域（
注
）で
重
視
し
て
い
る
。�

　「
職
場
体
験
学
習
を
始
め

た
当
初
、
生
徒
自
身
が
適
性

を
考
え
る
『
自
分
探
し
の
旅
』

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分

に
ぴ
っ
た
り
合
う
職
業
を
見
つ
け
る
こ
と
は
大
人
で
も

難
し
い
も
の
。
多
少
自
分
に
合
わ
な
い
と
感
じ
る
仕
事

で
も
、
我
慢
し
て
周
囲
の
人
と
協
力
し
切
磋
琢
磨
す
る

中
で
、
ス
キ
ル
が
磨
か
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
忍
耐
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」（
古
野
先
生
）�

　
職
場
体
験
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
、
道
徳

教
育
の
充
実
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
効
果
も
あ

り
、
同
校
の
雰
囲
気
は
す
っ
か
り
落
ち
着
い
た
。
生
徒

の
学
力
も
向
上
し
て
お
り
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
つ

生
徒
の
割
合
は
、
全
国
の
平
均
値
と
比
較
し
て
高
い
数

値
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
古
野
先
生
は
「
目
に
見
え

て
変
わ
っ
て
い
く
生
徒
と
接
し
て
い
る
と
、
私
た
ち
自

身
も
自
然
と
や
る
気
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
」
と
語
る
。�

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
指
導
計
画
作
成
や
実
態
調
査
の
分

析
等
は
、
教
師
全
員
が
自
ら
の
取
り
組
み
に
成
果
が
あ

っ
た
か
を
振
り
返
り
、
改
善
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
教
育
課
程
を
教
師
全
員
で
つ
く
っ
て
い
る
と

い
う
意
識
が
高
ま
っ
た
点
も
、
効
果
と
し
て
大
き
い
。�

　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
け
で
は
学
力
は
向
上
し
ま
せ
ん
。

少
人
数
指
導
や
家
庭
学
習
の
徹
底
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

て
、
初
め
て
成
果
が
表
れ
ま
す
。
自
分
が
任
さ
れ
て
い

る
分
野
で
、
生
徒
の
将
来
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
力
を

つ
け
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
教
師
自
身
が
ず
っ
と
問
い
続

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」（
古
野
先
生
）�

飯
塚
市
立
頴
田
中
学
校
�

古
野
守
和

F
u

ru
n

o
 M

o
rik

azu

�

主
幹
教
諭
�

図�

《公民的分野》�
私たちの生活と現代社会�
第１章　私たちをとりまく社会�
第２章　私たちの生きる社会�
私たちの生活と政治�
第１章　人間の尊重と日本国憲法�
２日本国憲法と基本的人権�
私たちの生活と経済�
第３章　国民生活の向上と福祉�

《地理的分野》�
第２部　様々な地域の調査�
３章　世界の国 を々調べよう�

《地理的分野》�
第１部　私たちの世界   そして日本�
１章 地球の姿をとらえよう�
２章 世界の国々の姿をとらえよう�
３章 日本の姿をとらえよう�
第２部　様々な地域の調査�
１章　身近な地域を調べよう�
２章　都道府県を調べよう�
３章　世界の国 を々調べよう�

《公民的分野》�
私たちの生活と政治�
第２章　人間の尊重と日本国憲法�
２日本国憲法と基本的人権�
第３章　国民主権と日本の政治�
１暮らしに身近な地域の政治�
２民主政治と政治参加�
私たちの生活と経済�
第１章　消費生活と経済のしくみ�
第２章　生産のしくみ�

《公民的分野》�
私たちの生活と政治�
第３章　国民主権と日本の政治�
１暮らしに身近な地域の政治�
２民主政治と政治参加�

《地理的分野》�
第２部　様々な地域の調査�
３章　世界の国 を々調べよう�
第３部　世界と比べてみた日本�
１章　さまざまな面からとらえた日本�
４地域の結びつきの特色をとらえよう�
《歴史的分野》�
第４編　近現代の日本と世界�
第１章　ヨーロッパと日本の近代化�
１欧米の発展とアジアの植民地化�
５日清・日露の戦争とアジアの情勢�
第２章　２度の世界大戦と日本�
第３章　新しい日本と世界�

《地理的分野》�
第２部　様々な地域の調査�
２章　都道府県を調べよう�

キャリア教育の4能力領域と教科別・学年別の単元との関連表（社会科）�

学年ごとの関連単元�キャリア教育に関する�
能力�
【自他の理解能力】�

【コミュニケーション能力】�

【情報収集・探索能力】�

【役割把握・認識能力】�

【計画実行能力】�

【選択能力】�

【課題解決能力】�

【職業理解能力】�

人間関係�
形成能力�

情報�
活用�
能力�

将来�
設計�
能力�

意思�
決定�
能力�

１年生� ２年生� ３年生�

―�

―� ―� ―�

―�

―� ―� ―�

―� ―� ―�

―� ―� ―�

―� ―� ―�

教科で進める「キャリア教育」�

1特集�

取
り
組
み
を
通
じ
て�

教
師
自
身
の
意
識
も
変
化�

注　３年生の国語を除く�

せ
っ
さ

た
く

ま�
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１９８９年に２つの中学校
が統合して開校。生徒の
８割ほどが祖父母と同居
する三世帯家族である。

０８年度は「学力の向上」「キャリア教育の推進」「特別支援
教育の充実」を重点課題と位置づけ、すべての教育活動に
おけるキャリア教育の実践を目指している。�

����

　
理
科
室
の
教
壇
に
置
か
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
の
中
か
ら
、

田
中
哲
也
先
生
が
豚
の
内
臓
を
取
り
出
し
た
瞬
間
、「
う

お
ー
っ
」
と
生
徒
の
ど
よ
め
き
が
広
が
っ
た
。�

　「
み
ん
な
は
豚
肉
を
食
べ
る
よ
ね
。
で
も
、
こ
の
塊

を
だ
れ
か
が
切
り
分
け
て
く
れ
な
い
と
食
べ
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
昨
日
ま
で
生
き
て
い
た
豚
の
内
臓
だ
よ
」�

　
田
中
先
生
の
説
明
の
あ
と
、
生
徒
は
教
壇
の
ま
わ
り

に
集
ま
っ
た
。
田
中
先
生
は
、
豚
を
提
供
し
た
食
品
加

工
業
者
の
佐
藤
隆
義
社
長
と
一
緒
に
、
ひ
と
つ
な
が
り

に
な
っ
て
い
る
器
官
を
一
つ
ひ
と
つ
説
明
し
て
い
く
。

胃
な
ら
大
食
い
タ
レ
ン
ト
の
名
前
、
心
臓
な
ら
「
み
ん

な
が
足
の
小
指
を
動
か
せ
る
の
は
、
心
臓
が
血
液
を
送

り
出
し
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
身

近
な
話
題
に
引
き
付
け
て
生
徒
の
興
味
を
か
き
立
て
て

い
く
。
一
通
り
説
明
が
終
わ
る
と
、
生
徒
に
ゴ
ム
手
袋

を
渡
し
、
内
臓
を
触
る
よ
う
に
促
す
。
初
め
て
経
験
す

る
匂
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
生
徒
た
ち
は
次
々
と
手

を
伸
ば
し
た
。�

　
こ
の
日
は
２
年
生
の
理
科
「
体
の
内
部
器
官
」
の
単

元
の
１
回
目
だ
。
こ
の
よ
う
な
授
業
に
し
た
ね
ら
い
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
予
備
知
識
の
な
い
生
徒
に
あ
え

て
実
物
を
触
ら
せ
る
こ
と
で
、
今
後
の
学
習
へ
の
関
心

や
意
欲
を
持
た
せ
る
こ
と
。
田
中
先
生
は
「
本
校
に
は
、

受
け
身
が
ち
で
比
較
的
お
と
な
し
い
生
徒
が
多
い
で
す

が
、
今
日
は
普
段
よ
り
積
極
的
に
動
い
た
り
質
問
し
た

り
す
る
態
度
が
見
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。�

　
二
つ
め
の
ね
ら
い
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
か
ら
。

教
科
学
習
に
関
連
す
る
職
業
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

加
え
た
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
生
徒
の
人
間
形
成
を
も

目
指
す
。
今
回
の
授
業
で
い
え
ば
、
理
科
を
通
し
て
命

や
食
べ
物
の
大
切
さ
や
仕
事
の
意
味
を
見
つ
め
る
き
っ

か
け
を
与
え
、
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
今
後
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
と
い
う
試
み
だ
。�

　「
事
業
者
の
方
と
の
協
同
授
業
に
し
た
の
は
、
２
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
共
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
授
業
の
ね
ら
い
を
し
っ
か
り
押
さ
え
さ

せ
る
た
め
で
す
。
特
に
実
際
に
働
く
人
の
言
葉
は
、
生

徒
に
と
っ
て
新
鮮
で
、
心
に
響
き
ま
す
。
多
様
な
職
業

「
学
び
」と「
生
活
・
仕
事
」を�

地
域
事
業
者
と
の
Ｔ
Ｔ
で
結
ぶ�

� �

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
考
え
方
を
教
科
学
習
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
指
導
の
視
点
が
必
要
な
の
か
。�

地
域
の
事
業
者
と
の
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
通
し
て
、�

「
生
き
る
と
は
」「
仕
事
と
は
」
を
考
え
さ
せ
る
雄
志
中
学
校
の
理
科
の
授
業
を
紹
介
す
る
。�

学
校
事
例�

新潟県�

上越市立�
雄志中学校�

2

校長�

生徒数�

学級数�

所在地�
�

ＴＥＬ�

ＦＡＸ�

ＵＲＬ�

佐藤賢治先生�

２１１人�

８学級（うち特別支援学級２）�

〒９４３-０１１９�
新潟県上越市大字下池部７０７�

０２５-５２３-２４０４�

０２５-５２３-１３０４�

http://www.yushi.jorne.ed.jp/

S c h o o l  D a t a

地
域
事
業
者
と
共
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を�

生
徒
に
伝
え
、ね
ら
い
を
徹
底�

新
学
習
指
導
要
領�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

生
徒
指
導�

特
集
�

新
潟
県
　

上
越
市
立
雄
志
中
学
校�

ゆ
う
　 

し�

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
�
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が
食
生
活
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
、
授
業
や
行
事
も
皆

で
協
力
し
合
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
も
、
今
回
伝
え

た
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
で
す
」（
田
中
先
生
）�

　
授
業
の
最
後
は
、
佐
藤
社
長
の
「
人
間
は
ほ
か
の
生

き
物
の
命
を
奪
わ
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
」「
養

豚
や
輸
送
、
小
売
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
職
業
が
か
か
わ
り
、

豚
肉
は
私
た
ち
の
食
卓
に
並
び
ま
す
。
仕
事
を
通
し
て

み
ん
な
が
助
け
合
い
、
世
界
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
話
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
こ
の
約
１５
分
間
、
生

徒
は
じ
っ
と
佐
藤
社
長
を
見
つ
め
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。�

　
佐
藤
社
長
は
「
小
さ
い
と
き
に
親
や
先
生
以
外
の
大

人
と
接
す
る
機
会
が
減
っ
た
せ
い
か
、
新
入
社
員
を
見

て
い
る
と
、
適
切
な
言
葉
遣
い
が
で
き
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。
授
業
の
始
め
と
終
わ
り
に
い

つ
も
以
上
に
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
た
生
徒
を
目
に
し

て
、
田
中
先
生
は
「
外
部
の
方
に
は
き
ち
ん
と
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
小
さ
な

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
も
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
で
す
」
と
話
す
。
体
験
活
動
は
教
科
目
標
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
見
て
も
、

生
徒
が
将
来
必
要
な
知
識
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
効
果
が
あ
る
と
、
田
中
先
生
は
感
じ
て
い
る
。�

����

　
同
校
で
は
、
２
０
０
８
年
度
の
学
校
目
標
に
「
す
べ

て
の
教
育
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
見
直
し

（P
lan

）、
実
践
し
（D

o

）、
評
価
す
る
（See

）
こ
と
」

を
掲
げ
て
い
る
。�

　
こ
れ
に
伴
い
、
研
究
推
進
委
員
会
に
道
徳
主
任
や
特

別
活
動
主
任
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
担
当
す

る
教
師
が
加
わ
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
部
」
を
設
置

し
た
。
田
中
先
生
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
は
研

修
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
最
初
の
研
修
が
重
要
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
今
ま
で
行
っ
て
き
た
教
育
活
動
の
延

長
線
上
に
あ
る
、
と
の
認
識
を
教
師
間
で
共
有
で
き
る

機
会
だ
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
学
力
向
上
や
高
校
受
験

へ
の
関
心
が
高
く
な
り
が
ち
な
保
護
者
の
理
解
を
得
る

た
め
に
も
大
切
で
す
」
と
話
す
。�

　
同
校
で
は
、「
か
か
わ
る
力
（
人
間
関
係
形
成
能
力
）、

い
か
す
力
（
情
報
活
用
能
力
）、
え
が
く
力
（
将
来
設

計
能
力
）、
と
り
く
む
力
（
意
思
決
定
能
力
）」
と
い
っ

た
具
合
に
４
能
力
領
域
（
P.�
１４
参
照
）
を
　
み
砕
い
て

各
教
室
に
貼
り
出
し
て
い
る
。
生
徒
に
も
意
識
し
て
ほ

し
い
か
ら
だ
。
だ
が
、
最
も
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
教

師
自
身
の
意
識
で
は
な
い
か
と
、
田
中
先
生
は
話
す
。�

　「
私
た
ち
は
高
校
に
合
格
さ
せ
る
た
め
だ
け
に
授
業

を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
生
徒

を
社
会
に
送
り
出
す
た
め
に
し
て
い
る
の
で
す
。
一
つ

ひ
と
つ
の
教
育
活
動
が
本
当
に
生
徒
の
将
来
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
教
師
と
し
て
の
役
割
を
改
め
て
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」�

上
越
市
立
雄
志
中
学
校
�

田
中
哲
也

T
an

ak
a T

etsu
ya

�

研
究
主
任
、
理
科
担
当
�

教師の支援　〔※評価〈観点〉（キャリア）〕�

図１� 理科学習指導案�

展開�

導入�
（５分）�

展開１�
（観察）�
（２０分）�

展開２�
（１５分）�

まとめ�
（１０分）�

・生きるために必要なからだのつくりやしくみを考えさせる。�
　※本時の学習に興味・関心を持ったか〈関〉�

・食品加工業者の方と豚の内臓の口から肛門までのつながりを説明する。�
�
・それぞれの器官のはたらきについて説明する。�
　※説明をきちんと聞き、メモすることができたか。〈関〉〈技〉【人】�
　※説明や観察を通して、疑問点を持ち、積極的に質問することができたか。〈技〉【人】�
　�
・実際に内臓に触れさせ、器官の名前や特徴を理解させる。�
　※興味を持って意欲的に観察し、器官の名前や特徴を理解できたか。〈関〉〈知〉�

・食品加工業者の方から生きること、働くこと、学ぶことについて講演をしてもらう。�
　※話を理解し、自分のこれまでの生活を振り返ることができたか。〈関〉〈知〉【情】【将】�

・評価用紙で授業の振り返りをさせる。�
　※授業を振り返り、今後の生活の改善に役立てることができたか。〈関〉【将】【意】�

豚の内臓を観察し、命を維持するしくみを考えよう！�

〈観点〉…… 〈関〉関心・意欲・態度　〈科〉科学的な思考�
〈技〉技能・表現　〈知〉知識・理解�

（キャリア）…【人】人間関係形成能力　【情】情報活用能力�
【将】将来設計能力　【意】意思決定能力�

※評価�
�

地域の事業者からの厚意で提供された豚の内臓を取
り囲む生徒。田中先生（中央右）と佐藤社長（中央）が
器官の名前と機能を解説した�

教科で進める「キャリア教育」�

1特集�

社
会
に
送
り
出
す
た
め
に
教
え
る�

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
そ
の
手
段�
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①肯定的自己理解と自己有用感の獲得�
②興味・関心等に基づく職業観・勤労観の形成�
③進路計画の立案と暫定的選択�
④生き方や進路に関する現実的模索�

　職業的（進路）発達の段階として、中学校は「現実
的探索と暫定的選択の時期」と位置づけられる。進路・
職業の選択能力および将来の職業人として必要な
資質の形成という側面から見た、中学校段階の発達
課題としては、右記の４点が挙げられる。�

特
集
�

新
学
習
指
導
要
領�

図� 職業観・勤労観を育むための学習プログラムの枠組み（例）�

※●は、「職業観・勤労観の育成」との関連が特に強いものを示す�

職業的（進路）発達を促すために�
育成することが期待される�
具体的な能力・態度�

職業的（進路）発達にかかわる諸能力�
【４能力領域・８技能】�

領域� 領域説明� 能力説明�

人
間
関
係
形
成
能
力
�

情
報
活
用
能
力
�

将
来
設
計
能
力
�

意
思
決
定
能
力
�

他者の個性を尊
重し、自己の個性
を発揮しながら、
様々な人々とコミ
ュニケーションを図
り、協力・共同して
ものごとに取り組
む。�

●自分の良さや個性が分かり、他者の良さや感情を理解
し、尊重する。�
○自分の言動が相手や他者に及ぼす影響が分かる。�
○自分の悩みを話せる人を持つ。�

●他者に配慮しながら、積極的に人間関係を築こうとする。�
●人間関係の大切さを理解し、コミュニケーションスキル
の基礎を習得する。�
●リーダーとフォロアーの立場を理解し、チームを組んで
互いに支え合いながら仕事をする。�

○新しい環境や人間関係に適応する。�

●産業・経済等の変化に伴う職業や仕事の変化のあら
ましを理解する。�
●上級学校・学科等の種類や特徴及び職業に求められ
る資格や学習歴の概略が分かる。�
●生き方や進路に関する情報を、様々なメディアを通して
調査・収集・整理し活用する。�
○必要に応じ、獲得した情報に創意工夫を加え、提示、
発表、発信する。�

●将来の職業生活との関連の中で、今の学習の必要性
や大切さを理解する。�
●体験等を通して、勤労の意義や働く人々の様々な思い
が分かる。�
○係・委員会活動や職場体験等で得たことを、以後の学
習や選択に生かす。�

●自分の役割やその進め方、よりよい集団活動のための
役割分担やその方法等が分かる。�

●日常の生活や学習と将来の生き方との関係を理解する。�
●様々な職業の社会的役割や意識を理解し、自己の生
き方を考える。�

●将来の夢や職業を思い描き、自分にふさわしい職業や
仕事への関心・意欲を高める。�

●進路計画を立てる意義や方法を理解し、自分の目指す
べき将来を暫定的に計画する。�
●将来の進路希望に基づいて当面の目標を立て、その
達成に向けて努力する。�

●自己の個性や興味・関心等に基づいて、よりよい選択
をしようとする。�
●選択の意味や判断・決定の過程、結果には責任が伴
うことなどを理解する。�
○教師や保護者と相談しながら、当面の進路を選択し、
その結果を受け入れる。�

○学習や進路選択の過程を振り返り、次の選択場面に
生かす。�
●よりよい生活や学習、進路や生き方等を目指して自ら課
題を見出していくことの大切さを理解する。�

●課題に積極的に取り組み、主体的に解決していこうと
する。�

【自他の理解能力】�

自己理解を深め、他者の多様な個性
を理解し、互いに認め合うことを大切
にして行動していく能力�

【コミュニケーション能力】�

多様な集団・組織の中で、コミュニケ
ーションや豊かな人間関係を築きなが
ら、自己の成長を果たしていく能力�

【情報収集・探索能力】�

進路や職業等に関する様々な情報を
収集・探索するとともに、必要な情報
を選択・活用し、自己の進路や生き方
を考えていく能力�

【職業理解能力】�

様々な体験等を通して、学校で学ぶこ
とと社会・職業生活との関連や、今し
なければならないことなどを理解してい
く能力�

【役割把握・認識能力】�

生活・仕事上の多様な役割や意義及
びその関連等を理解し、自己の果たす
べき役割等についての認識を深めて
いく能力�

【計画実行能力】�

目標とすべき将来の生き方や進路を
考え、それを実現するための進路計画
を立て、実際の選択行動等で実行し
ていく能力�

【選択能力】�

様 な々選択肢について比較検討したり、
　藤を克服したりして、主体的に判断し、
自らにふさわしい選択・決定を行って
いく能力�

【課題解決能力】�

意思決定に伴う責任を受け入れ、選
択結果に適応するとともに、希望する
進路の実現に向け、自ら課題を設定し
てその解決に取り組む能力�

学ぶこと・働くこと
の意義や役割及
びその多様性を理
解し、幅広く情報
を活用して、自己
の進路や生き方
の選択に生かす。�

夢や希望を持って
将来の生き方や
生活を考え、社会
の現実を踏まえな
がら、前向きに自
己の将来を設計
する。�

自らの意思と責任
でよりよい選択・
決定を行うとともに、
その過程での課
題や　藤に積極
的に取り組み克服
する。�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

生
徒
指
導�

資
料�
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点�

出典／「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」（国立教育政策研究所　生徒指導研究センター）より一部抜粋�
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���　
加
賀
屋
は
、
能
登
半
島
の
七
尾
湾
に
面
し
た
和
倉
温
泉
に
位
置

し
て
い
る
。
能
登
空
港
か
ら
車
で
約
５０
分
と
、
必
ず
し
も
ア
ク
セ

ス
の
よ
い
立
地
条
件
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
３０
万
人
を

超
え
る
宿
泊
客
が
訪
れ
る
。
宿
泊
客
の
目
当
て
は
、
温
泉
や
料
理

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
加
賀
屋
伝
統
の
〝
心
づ
く
し
の
お
も
て
な

し
〞
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
他
の
旅
館
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
極
上
の
も
て
な
し
が
、
２８
年
連
続
日
本
一
と
い
う
記
録
を
支
え

て
い
る
。�

　
加
賀
屋
の
従
業
員
は
パ
ー
ト
等
も
含
め
る
と
約
8
0
0
人
に

の
ぼ
る
。
そ
の
内
、
宿
泊
客
を
担
当
す
る
接
客
係
は
約
2
0
0

人
。
２
０
０
８
年
３
月
に
は
２２
人
の
新
入
社
員
を
採
用
し
た
。�

　
新
入
社
員
は
ま
ず
１
週
間
の
集
中
講
義
に
よ
っ
て
、
挨
拶
や
礼

儀
作
法
な
ど
の
基
礎
教
育
を
受
け
る
。
そ
の
後
２
か
月
〜
２
か
月

半
に
わ
た
り
、
先
輩
の
教
育
係
に
付
き
添
い
な
が
ら
実
際
の
接
客

を
手
伝
い
、
業
務
の
基
本
を
学
ぶ
。
そ
し
て
入
社
３
か
月
後
に
行

わ
れ
る
社
内
審
査
に
合
格
す
る
と
、
１
人
で
宿
泊
客
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
る
。�

　
だ
が
、
こ
の
教
育
期
間
だ
け
で
、
〝
も
て
な
し
の
心
〞
を
新
入

社
員
に
教
え
込
む
こ
と
は
難
し
い
。
客
に
応
じ
た
臨
機
応
変
な
対

応
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
し
に
く
い
も
の
だ
か
ら
だ
。
３
か
月
の

社
内
教
育
を
経
た
後
も
、
自
然
な
も
て
な
し
が
身
に
付
く
ま
で
は

常
に
考
え
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。�

　
で
は
、
加
賀
屋
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
接
客
の
姿
勢
と
精
神

を
社
員
た
ち
に
伝
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
小
田
孝
信

社
長
に
接
客
の
ポ
リ
シ
ー
か
ら
聞
い
た
。�

　「
加
賀
屋
で
は
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、『
笑
顔
で
気
働
き
』
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
て
い
ま
す

が
、『
規
則
で
す
か
ら
』
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
対
応
を
す
る
と
、

逆
に
お
客
様
に
は
失
礼
に
あ
た
り
、
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
く
ま
で
も
基
礎
で
あ
り
、
そ

の
応
用
こ
そ
が
気
働
き
に
な
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
マ
ニ
ュ
ア

N u m b e r 2

教える現場　　育てる言葉�

クレームとエピソードを通じて�
伝承される接客の精神�
マニュアルを超えた“気働き”が日本一を支える�

能登　和倉温泉　加賀屋�

ク
レ
ー
ム
の
周
知
と
分
析
が
�

〝
気
働
き
〞の
ヒ
ン
ト
に
�

客に応じた臨機応変な対応を求められる接客業は、新人教育が難しい業種だといわれている。�
「プロが選ぶ日本のホテル・旅館１００選」で２８年連続総合日本一という記録を誇る�

加賀屋を訪ね、サービスやもてなしの精神が�
どのように若い世代に受け継がれているのか、話をうかがった。�

かがや　能登（石川県）和倉温泉の老舗旅館。１９０６（明
治３９）年創業。風光明媚な立地と丁寧な接客が評判を呼
び、「プロが選ぶ日本のホテル・旅館１００選」（旅行新聞
新社主催）において８１年以降、２８年連続総合日本一を獲
得する。客室数２４６部屋。社員数はパート・アルバイトを
含めて約８００人。�

能登　和倉温泉　加賀屋�

おだ・たかのぶ　加賀屋４代目社長。�
慶應義塾大学卒業後、旅行会社勤務を経て家業を引き継ぐ。�

加賀屋社長　小田孝信�
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ル
と
気
働
き
の
境
を
新
入
社
員
に
伝
え
る
の
は
た
い
へ
ん
難
し

い
。
そ
こ
で
大
切
に
し
て
い
る
の
が
お
客
様
の
ク
レ
ー
ム
で
す
。

ク
レ
ー
ム
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、『
こ
う
対
応
す
れ
ば
ク
レ
ー

ム
に
は
な
ら
な
か
っ
た
』
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
ク
レ
ー

ム
は
気
働
き
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
す
」�

　
加
賀
屋
で
は
、
客
か
ら
受
け
た
ク
レ
ー
ム
を
す
べ
て
ま
と
め
て

「
ク
レ
ー
ム
白
書
」
を
作
成
し
、
ク
レ
ー
ム
の
再
発
防
止
を
徹
底

し
て
い
る
。
ま
た
、
年
に
３
回
、
全
社
員
を
集
め
て
の
「
ク
レ
ー

ム
ゼ
ロ
大
会
」
を
開
催
し
、「
ク
レ
ー
ム
大
賞
」
の
表
彰
も
行
う
。

ク
レ
ー
ム
大
賞
は
大
失
態
を
演
じ
た
社
員
に
対
す
る
表
彰
で
あ

る
。�

　「
ク
レ
ー
ム
大
賞
は
決
し
て
吊
る
し
上
げ
の
た
め
に
や
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
ク
レ
ー
ム
は
、
そ
れ
を
分
析
し
て
解
決

策
を
社
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
加

賀
屋
の
財
産
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
表
彰
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
」（
小
田
社
長
）�

 
ク
レ
ー
ム
を
単
な
る
苦
情
で
は
な
く
、
〝
奇
貨
〞
と
し
て
受
け

止
め
る
こ
と
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
気
働
き
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
社
員
一
人
ひ
と
り
に
蓄
積
し
て
い
く
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

新
入
社
員
の
教
育
係
を
務
め
る
長
子
さ
ん
も
ま
っ
た
く
同
じ
考
え

だ
。�

　「
新
人
の
失
敗
談
は
、
新
人
全
員
が
集
ま
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

披
露
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
失
敗
の
中
身
に
つ
い
て
は
厳
し
く

叱
り
ま
す
が
、
そ
の
後
に
必
ず
『
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が

と
う
』
と
い
う
言
葉
を
付
け
加
え
ま
す
。
ク
レ
ー
ム
は
加
賀
屋
で

働
く
私
た
ち
の
肥
や
し
に
も
な
る
か
ら
で
す
」�

��� 
し
か
し
、
ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
当
人
は
、
そ
こ
ま
で
納
得
し
て

新
人
の
や
る
気
を
向
上
さ
せ
る
�

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
づ
く
り
�

加賀屋の姉妹館「あえの風」の接客風景�

能登　和倉温泉　加賀屋�

クレームとエピソードを通じて�
伝承される接客の精神�
マニュアルを超えた“気働き”が�

日本一を支える�

教える現場　　育てる言葉�
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素
直
に
発
表
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
表
彰
や
失
敗
談
の
公
表

は
、
下
手
を
す
れ
ば
社
員
の
強
い
反
発
を
招
き
か
ね
な
い
。
だ
が

加
賀
屋
に
は
、
そ
ん
な
反
発
を
生
じ
さ
せ
な
い
独
特
の
風
土
が
あ

る
よ
う
だ
。�

　
そ
の
一
つ
は
、
新
人
を
言
葉
だ
け
で
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
率
先
し
て
行
動
し
て
み
せ
る
こ
と
で
教
え
込
ん
で
い
く
と
い

う
伝
統
で
あ
る
。
長
子
さ
ん
は
、「
教
え
る
こ
と
を
必
ず
先
に
や

っ
て
見
せ
る
」
と
い
う
。
入
社
し
た
ば
か
り
の
新
入
社
員
も
、「
長

子
姉
さ
ん
の
指
導
に
は
と
て
も
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
姉

さ
ん
が
や
っ
て
見
せ
て
く
れ
て
、
そ
の
後
に
『
い
っ
し
ょ
に
や
っ

て
み
な
さ
い
』
と
お
っ
し
ゃ
る
か
ら
で
す
」
と
語
る
。�

　
加
賀
屋
の
も
う
一
つ
の
風
土
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
づ

く
り
を
重
視
し
て
い
る
点
だ
。
小
田
社
長
は
「
加
賀
屋
は
企
業
で

は
な
く
家
業
」
だ
と
い
う
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
も
、
日
々
の
体

験
を
通
し
て
新
人
た
ち
の
心
に
し
っ
か
り
と
焼
き
付
け
ら
れ
て
い

く
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
新
入
社
員
の
言
葉
が
あ
っ
た
。�

　「
会
長
や
女
将
さ
ん
も
社
員
食
堂
で
食
事
を
し
て
い
る
し
、
館

内
で
す
れ
違
う
と
必
ず
『
お
疲
れ
さ
ま
』
と
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

同
じ
職
場
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
強
く
実
感
し
ま
す
」�

　
長
子
さ
ん
も
、「
新
人
は
自
分
の
孫
だ
と
思
っ
て
接
し
て
い
る
」

と
語
る
。
加
賀
屋
で
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
大
切
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
入
社
員
へ
の
教
育
が
〝
指
導
〞
で
は
な
く
、

〝
親
心
〞
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

先
輩
社
員
の
心
情
が
確
実
に
新
人
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
次

の
よ
う
な
新
人
の
言
葉
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。�

「
長
子
姉
さ
ん
は
、『
注
意
す
る
の
は
期
待
し
て
い
る
か
ら
だ
よ
』

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
早
く
姉
さ
ん
に

見
せ
た
い
で
す
」�

�

���　
ク
レ
ー
ム
の
分
析
と
社
員
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
、
気
働
き

と
い
う
〝
伝
え
に
く
い
も
の
〞
を
伝
え
る
た
め
の
第
一
の
方
法
だ

と
す
れ
ば
、
第
二
の
方
法
が
気
働
き
の
具
体
例
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

形
で
伝
承
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
長
子
さ
ん
は
、
新

人
に
対
し
て
事
あ
る
ご
と
に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て

聞
か
せ
て
い
る
。�

　「
あ
る
家
族
の
お
座
敷
の
世
話
を
し
て
い
る
と
、
電
話
機
の
横

に
お
じ
い
さ
ん
の
写
真
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、

本
当
は
こ
の
お
じ
い
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
加
賀
屋
に
宿
泊
す
る
予

定
だ
っ
た
の
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
だ
と
気
付
き
、
黙
っ
て

一
膳
多
く
据
え
る
と
、
家
族
全
員
が
感
激
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
」�

　
気
働
き
の
本
質
が
〝
臨
機
応
変
の
気
遣
い
〞
だ
と
す
れ
ば
、
そ

れ
を
公
式
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
形
で
伝
え
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

気
働
き
を
発
揮
す
る
間
合
い
や
、
客
が
何
に
感
激
す
る
の
か
を
直

感
的
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
感
動
と
い
う
要
素

が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
働
き
は
、
新
人
の
血
肉
と
な
っ
て

定
着
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
加
賀
屋
で
は
新
入
社
員
研
修
の
座
学
で
も
、
い
く
つ
も
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
幹
部
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
。
あ
る
新
人
が
こ
ん
な
話
を

披
露
し
て
く
れ
た
。�

　「
常
備
し
て
い
な
い
県
外
の
銘
柄
の
日
本
酒
を
お
客
様
が
ご
注

文
に
な
っ
た
と
き
、『
置
い
て
お
り
ま
せ
ん
』
と
答
え
ず
に
、
即

座
に
車
を
飛
ば
し
て
県
外
ま
で
買
い
に
走
っ
た
と
い
う
専
務
の
話

を
聞
い
て
、
加
賀
屋
は
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
」�

�

���　
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
も
重
要
な
社
員
教
育
の
一
環

だ
。「
連
続
日
本
一
の
記
録
を
途
絶
え
さ
せ
る
な
」
と
上
か
ら
い

っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
社
員
は
そ
の
気
に
は
な
ら
な
い
。
働
く
こ

と
の
意
義
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
で
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
に
努
め
て
い
る
。�

　「
ま
ず
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
気
働
き
が
、
会
社
の
利
益
に
直

結
し
て
い
る
の
だ
と
は
っ
き
り
伝
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
お
客
様

と
の
会
話
で
誕
生
祝
い
で
お
見
え
に
な
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
小

さ
な
ケ
ー
キ
を
お
出
し
す
る
こ
と
は
コ
ス
ト
的
に
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
こ
と
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
お
も
て
な

し
に
多
く
の
お
客
様
が
感
動
し
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
積

み
重
ね
は
確
実
に
加
賀
屋
の
繁
盛
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
社
員

の
気
働
き
が
会
社
の
評
価
に
直
結
し
て
い
る
と
共
に
、
自
分
の
給

与
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
分
か
っ
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。�

　
そ
れ
と
同
時
に
、
加
賀
屋
に
お
客
様
が
お
越
し
に
な
る
こ
と
で

旅
館
の
取
り
引
き
会
社
や
温
泉
街
の
商
店
な
ど
も
潤
い
、
地
元
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
社
員
に
話
し
ま
す
。
我
々

は
、
仕
事
を
通
し
て
地
域
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
意

識
は
、
社
員
に
と
っ
て
こ
の
上
も
な
い
誇
り
に
な
っ
て
い
ま
す
」

（
小
田
社
長
）�

　
こ
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義
を
明
確
に
し
、
繰
り
返

し
訴
え
る
こ
と
で
、
加
賀
屋
で
働
く
こ
と
は
社
員
の
プ
ラ
イ
ド
と

な
り
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持
さ
れ
る
の
だ
。
ク
レ
ー
ム

を
生
き
た
教
材
と
し
、
教
え
る
対
象
を
家
族
の
一
員
と
し
て
処
遇

し
、
使
命
感
の
付
与
に
よ
っ
て
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
。
こ
う
し
た

教
え
る
知
恵
に
よ
っ
て
、
決
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
〝
も

て
な
し
の
心
〞
は
次
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。�

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
た
感
動
と
�

実
感
を
伴
う
伝
承
法
�

仕
事
の
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
�

プ
ラ
イ
ド
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
�
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���　
新
学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
は
、
各
教
科
で
「
言
語

に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
言
語
に
関
す
る
能
力

の
育
成
を
図
る
上
で
必
要
な
言
語
環
境
を
整
え
、
生
徒

の
言
語
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
た
。「
言

語
」
の
捉
え
方
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、
新
学
習
指
導
要

領
で
は
「
内
容
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
（
図
１
）。
た
だ
、

国
語
以
外
の
教
科
に
お
け
る
言
語
活
動
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
難
し
い
。�

　
金
沢
市
立
城
南
中
学
校
は
、
２
０
０
６
年
度
か
ら
２

年
間
、
石
川
県
教
育
委
員
会
の
研
究
事
業
「
読
解
力
向

上
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

言
語
力
の
育
成
に
取
り
組
み
始
め
た
。
研
究
主
題
は
「
こ

と
ば
力
向
上
」。
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の
基
礎
で
あ
る
「
こ

と
ば
力
」
を
高
め
る
こ
と
で
、
教
科
学
力
の
向
上
を
図

り
、
考
え
る
力
、
感
じ
る
力
、
自
己
表
現
力
、
質
問
力
、

想
像
力
、
説
得
力
な
ど
を
育
成
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。�

　
同
校
で
は
「
こ
と
ば
力
」
を
「
読
む
・
聞
く
・
話
す
・

書
く
」
の
４
技
能
と
定
義
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
研
究
事

業
名
の
「
読
解
力
」
で
は
な
く
「
こ
と
ば
力
」
と
し
た

の
か
。
研
究
主
任
の
石
田
幸
枝
先
生
は
、「
読
解
力
と

い
う
と
国
語
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。
全
教
科
が
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
も
、
読
解
力
と
い
う
言
葉
は

使
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
説
明
す
る
。�

　
生
徒
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
糸
口
に
し
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
っ
た
。「
今
の
生
徒
は
語
彙
が
少
な
く
、

自
分
の
思
い
を
適
切
に
相
手
に
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
人
間
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
力
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
で
適
切
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
」（
石
田
先
生
）�

　「
こ
と
ば
力
向
上
」
を
各
教
科
で
進
め
る
た
め
に
、

ど
の
教
科
も
、
意
見
交
換
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
授

業
の
中
心
に
据
え
た
。
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
通
し

て
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
正
確
に
伝
え
合
う
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。�

　
取
り
組
み
の
当
初
、「
こ
と
ば
力
向
上
」
の
実
践
は

各
教
科
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
み
に
任
さ
れ
、
活
動
の
手

順
や
討
論
、
発
表
の
仕
方
も
、
各
教
科
で
指
導
し
て
い

た
。
し
か
し
、
論
理
的
に
伝
え
る
力
、
相
手
の
話
を
聞

事
例
で
見
る
�

「
言
語
活
動
」の
取
り
入
れ
方
�

　�

「
こ
と
ば
力
」
の
基
礎
を
習
得�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

生
徒
指
導�

新
学
習
指
導
要
領�

今
号
の
キ
ー
ワ
ー
ド
〈
各
教
科
で
の
言
語
活
動
〉�

新
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
言
語
活
動
の
充
実
」
。
国
語
だ
け
で
は
な
く
、全
教
科
で
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
�

そ
こ
で
、２
０
０
６
年
度
か
ら
全
教
科
で
言
語
活
動
を
導
入
し
て
い
る
石
川
県
金
沢
市
立
城
南
中
学
校
に
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
と
共
に
、�

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
工
藤
文
三
先
生
に
「
言
語
活
動
」の
位
置
づ
け
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
か
が
っ
た
。
�

特
集
�
2

特
集
�

事
例
で
見
る
�

「
言
語
活
動
」の
取
り
入
れ
方
�

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」の
一
部
で�
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く
力
な
ど
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
、
議
論
が
活
性
化

し
な
い
場
面
が
多
々
見
ら
れ
た
と
い
う
。
社
会
科
の
中

屋
隆
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。�

　「
例
え
ば
、
授
業
で
い
く
ら
資
料
の
読
み
取
り
方
を

教
え
て
も
、
論
理
的
な
も
の
の
考
え
方
や
話
し
方
な
ど

が
身
に
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
建
設
的
な
議
論
は
で
き

ま
せ
ん
。
言
語
技
術
に
つ
い
て
は
各
教
科
で
指
導
す
る

よ
り
も
、
基
礎
に
な
る
技
術
を
一
斉
に
、
し
か
も
早
い

時
期
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」�

　
そ
こ
で
、
０７
年
度
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以

下
、
総
合
学
習
）」
の
一
部
を
「
こ
と
ば
の
時
間
」
と

位
置
づ
け
、
重
要
事
項
か
ら
順
に
話
す
な
ど
の
発
表
の

仕
方
、
５
Ｗ
１
Ｈ
の
意
識
、
事
実
と
意
見
と
の
区
別
、

描
写
・
要
約
の
仕
方
な
ど
、「
こ
と
ば
力
」
の
基
礎
を

習
得
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
１
年
生
の
４
〜
７
月
に
こ

の
活
動
を
集
中
的
に
行
い
、
２
・
３
年
生
で
は
総
合
学

習
の
ほ
か
の
活
動
と
並
行
さ
せ
る
。ま
た
、生
徒
全
員
の

基
礎
的
な
力
を
そ
ろ
え
る
た
め
、
総
合
学
習
担
当
の
教

師
が
中
心
と
な
り
、
学
年
で
共
通
の
内
容
を
指
導
す
る
。�

　「
総
合
学
習
な
ら
ほ
と
ん
ど
の
教
師
が
か
か
わ
り
ま

す
。
教
師
同
士
の
情
報
共
有
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
で
き

る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
を
す
べ
て
の
教
師
が
把
握
で

き
る
た
め
、
効
率
的
に
授
業
が
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
石
田
先
生
）�

　「
こ
と
ば
の
時
間
」
で
論
理
的
に
考
え
た
り
、
意
見

を
書
い
た
り
、
交
換
し
た
り
す
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
、

各
教
科
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
内
容
を
通
じ
て

「
こ
と
ば
力
」
を
よ
り

高
め
て
い
く
と
い
う
仕

組
み
が
で
き
上
が
っ
た
。�

���　
各
教
科
の
授
業
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
０８
年
２
月
に
実
施
さ
れ
た
３
年
生
の
社
会
科

の
研
究
授
業
を
例
に
見
て
み
た
い
（
P.�
20
図
２
）。�

 
テ
ー
マ
は
「
２１
世
紀
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」。

有
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
対
し
、
ど
う
対
処
す
べ
き

か
を
資
料
を
基
に
考
え
、
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い
、

意
見
を
ま
と
め
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、「
根
拠
を
基
に
考

え
た
自
分
の
考
え
を
、
相
手
に
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

も
ら
う
か
」
だ
。
研
究
授
業
を
担
当
し
た
初
道
一
樹
先

生
は
、
工
夫
し
た
点
を
次
の
よ
う
に
話
す
。�

　「
い
き
な
り
口
頭
で
発
表
さ
せ
る
の
は
難
し
い
た
め
、

前
の
授
業
で
テ
ー
マ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

さ
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
さ
せ
て
お
き
ま
す
。
話

し
合
い
の
時
間
を
十
分
に
確
保
で
き
る
上
、
す
べ
て
の

生
徒
が
自
分
の
意
見
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
た
め
、

し
ょ
ど
う
�

図１� 学習指導要領における「言葉の力」�

１９７７年�
（昭和５２）�

１９８９年�
（平成元）�

１９９８年�
（平成１０）�

２００８年�
（平成２０）�

「言語」の位置づけ�学習指導�
要領告示年� 背景・関連事項�

領域を複合した活動で身につける�
言語の力�
＊国語科は 、一事項二領域（言語事項・
表現・理解）に変更��
＊授業時間が削られ、限られた時間の
中で、言葉の力を効率よく習得する
ことが求められた�

・ゆとりある充実した
学校生活の実現��
・教育内容の精選�

・臨教審の答申に対応した「新
しい学力観」��
・小学校低学年において、「生
活科」の新設�

・自ら学び自ら考える力などの［生
きる力］の育成が目指される��
・授業時数の縮減と教育内容
の厳選��
・学校完全週五日制を実施��
・小・中・高校において「総合的
な学習の時間」の新設��
・中学校において、外国語必修化�

０３年�
０４年�
�
�
０５年�
０６年�
�
�
０７年�
�

ＰＩＳＡ調査実施�
文化審議会答申��
「これからの時代に求め
られる国語力について」�
�「読解力向上プログラム」�
教育基本法、学校教
育法の改正。ＰＩＳＡ調
査実施��
全国学力・学習状況
調査の実施��
言語力育成協力者会議�

「伝え合う力」につながる�
コミュニケーションのための言葉の力�
＊国語科は、三領域一事項（話すこと・
聞くこと、書くこと、読むこと、言語事項）
に変更��
＊人と人とのかかわりの中ではたらく言
語が重視され、「内容の取り扱い」で、
言語活動例が提示される�

思考力・判断力・表現力の基盤となる�
言葉の力�
＊言葉の力を生活や学習に必要な能
力と捉え、国語を中核として、全教科
で育成が目指され、言語活動の充実
が明記される�
＊国語科は、三領域一事項（話すこと・
聞くこと、書くこと、読むこと、伝統的
な言語文化と国語の特質に関する
事項）と変更�
＊「内容の取り扱い」にあった言語活
動例が、「内容」に記載され充実した�

＊国語科は、二領域一事項（表現・理解・
言語事項）を継承��
＊豊かな人間性や自ら学ぶ力など、情
報化社会への対応が意識された�
＊音声に関する活動（音読・朗読・話し
合いなど）、平成１０年につながる芽
が見られた�

＊文部科学省発表の資料などを基に編集部が作成�

金沢市立�
城南中学校教諭�

中屋隆彦�
Nakaya Takahiko

３学年主任、社会担当�

金沢市立�
城南中学校教諭�

石田幸枝�
Ishida Yukie

研究主任、英語担当�

石川県　金沢市立城南中学校�

◎金沢市郊外に１９５９年開校。２００６年から石川県の「読
解力向上推進事業」に、０８年から「児童生徒の『活用力』
向上モデル事業」に指定され（それぞれ２年間）、「ことば
力向上」に取り組んでいる。�

校長 米田茂先生�
生徒数 ４８１人�
学級数 １３学級�
所在地 〒９２０-０９６６�
 石川県金沢市城南１-２４-１�
TEL ０７６-２２１-６９７９�
FAX ０７６-２２１-６９７０�
URL http://www.kanazawa-city.ed.jp/jyounan-j/

金沢市立�
城南中学校教諭�

初道一樹�
Shodo Kazuki

進路指導主事、社会担当�

議
論
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め�

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用�
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グ
ル
ー
プ
ご
と
に
結
論
を
ま
と
め
や
す
く
な
り
ま
す
」�

　
Ａ
４
サ
イ
ズ
１
枚
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、「
ど
う

対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
う
課
題
に
加
え
、「
ま

ず
結
論
を
述
べ
る
。
一
つ
に
絞
っ
て
具
体
的
に
書
く
」

「
必
ず
資
料
を
用
い
て
二
つ
以
上
の
根
拠
を
挙
げ
る
」

な
ど
、
細
か
い
条
件
を
指
定
し
て
お
く
。
方
法
を
提
示

し
、
生
徒
の
思
考
の
焦
点
を
絞
る
こ
と
で
、
論
理
的
か

つ
具
体
的
な
結
論
を
導
き
出
そ
う
と
い
う
わ
け
だ
。�

　
グ
ル
ー
プ
構
成
も
工
夫
す
る
。
当
初
、
６
人
で
一
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
し
た
と
こ
ろ
、
発
言
し
な
い
生
徒
も
見

ら
れ
た
。
積
極
的
に
活
動
に
参
加
す
る
姿
勢
を
引
き
出

す
た
め
に
、
１
グ
ル
ー
プ
４
人
に
し
て
、
進
行
、
発
表
、

書
記
（
黒
板
・
記
録
）
の
係
を
割
り
当
て
た
。�

　
今
回
の
授
業
で
は
、
発
表
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
出

さ
れ
た
対
処
法
の
ラ
ン
ク
付
け
を
さ
せ
た
。
単
に
「
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」「
面
白
か
っ
た
」
と
い
う
基
準
で

は
な
く
、
き
ち
ん
と
根
拠
を
考
え
さ
せ
る
。
ま
た
、
教

師
は
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
最
も
よ
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と

や
、
課
題
に
対
す
る
正
解
を
述
べ
な
い
。
テ
ー
マ
に
対

す
る
正
解
を
出
す
こ
と
よ
り
も
、
根
拠
を
持
っ
て
説
明

す
る
力
や
伝
え
合
う
力
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。�

　
た
だ
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
質
問
や
疑
問
を
出
し

た
り
、
賛
成
・
反
対
の
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
場
面
な
ど

で
は
、
生
徒
の
発
言
は
少
な
か
っ
た
。
初
道
先
生
は
「
こ

う
し
た
活
動
は
、
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
が
大
切
。
低

学
年
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

で
、
生
徒
も
慣
れ
、
身
に
つ
い
て
い
く
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
の
授
業
で
は
、
議
論
さ
せ
る
場
面
を
毎

時
間
取
り
入
れ
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
話
す
。
各
教

科
の
指
導
内
容
の
中
で
、
生
徒
が
話
し
合
い
を
し
た
い
、

し
や
す
い
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。�

　
と
は
い
え
、
活
動
中
心
の
授
業
を
毎
回
行
う
こ
と
は

難
し
い
。「
基
礎
・
基
本
の
部
分
は
ま
と
め
の
プ
リ
ン

ト
を
使
っ
て
定
着
を
図
る
な
ど
、
め
り
は
り
を
つ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
中
屋
先
生
は
話
す
。�

　「
こ
と
ば
力
向
上
」
の
取
り
組
み
を
始
め
て
３
年
目
。

現
在
は
学
校
全
体
で
言
語
活
動
に
取
り
組
む
仕
組
み
が

で
き
て
い
る
が
、
当
初
、
国
語
科
以
外
で
は
、
戸
惑
い

を
覚
え
る
教
師
も
い
た
と
い
う
。�

　「
研
修
部
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
と
き
、
私
も
含
め
て
、

教
師
そ
れ
ぞ
れ
で
『
こ
と
ば
力
』
の
捉
え
方
が
違
い
ま

し
た
。
研
究
授
業
で
ほ
か
の
先
生
の
意
見
を
聞
い
た
り
、

言
語
力
に
関
す
る
解
説
書
を
読
ん
だ
り
模
索
し
た
り
す

る
中
で
、
だ
ん
だ
ん
提
案
の
意
味
や
ね
ら
い
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
切
な
の
は
、
と
に
か
く

取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
生
徒
の
変
化
に

応
じ
て
、
改
善
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」（
中
屋
先
生
）�

図２� 授業の流れ（社会科）�

生徒の学習活動� 指導上の留意点　◇教師の発問�時間�
（分）�

①学習課題の確認� ・課題１を確認させる（課題１は前時に発表済み）�
・前時に出された課題１の意見をまとめて話す�
（グループ分けと役割分担をし、課題をワーク
シートに書かせておく）�

5

課題1�
地球に石油がなくなると私たちの生活はどうなるか�

グループ同士の意見の交換�
・各グループの発表者は順番
にグループの意見を発表す
る�
・各グループの対処法に対して、
質問や賛成・反対の意見を
交換する�

・資料から根拠を挙げて発表しているかを確認
する�
�
�
◇他のグループに質問や疑問、また賛成・反
対の意見を出してください�

5

グループごとの話し合い�
・各グループの対処法をラン
ク付けする�

・各グループから出された対処法をランク付け
させる��
◇ランク付けは、３～４のランクに各グルー
プのパネルを分けてみてください。また、ラ
ンク付けした理由を考えておいてください��

・黒板係に各グループのランク付けの結果を
パネルで貼らせる�

10

グループ同士の意見の交換�
・各グループの発表者は、順
番にランク付けの理由を発
表する�

10

グループごとの話し合い�
・グループに分かれ、課題２
について順番に自分の意見
を言う�
・グループ内で、質問や賛成・
反対の意見を交換する�
・グループ内で一番よいと思
われる対処法を決める�
・各グループの書記１はグル
ープで一番よいと思われる対
処法を画用紙に書いて掲示
する�

②課題についての話し合い� ・グループの役割分担を確認させる。�
司会者、発表者、書記１（黒板）、書記２（ま
とめ）�
・グループでそれぞれの意見交換をさせる�
�
�
・グループで一番よい対処法を決めさせる��
◇対処法には、資料からの根拠がありますか。
根拠となる資料がないのに、自分の思いつ
きだけで意見を言うことはできません��
・画用紙に対処法をまとめて書かせ、黒板に提
示させる�

15

課題2�
石油が限りある資源であることに対して、私たちはどう対処すればよいのか�

③まとめ� ・どのグループが相対的に一番よい対処法か
を個人的に手を挙げさせて決める�

5

まとめ�
私たち一人ひとりが地球の一員であるという意識を持ち、�
地球的課題の解決に努力していくことが大切である�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

特
集
�

生
徒
指
導�

新
学
習
指
導
要
領�
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国
立
教
育
政
策
研
究
所
 
初
等
中
等
教
育
研
究
部
長
 

工
藤
文
三
�

�����������　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
言
語
活
動
の
充
実
」

が
教
育
内
容
の
改
善
事
項
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
言
語
活
動
」
が
国
語
科
以
外
の
各
教
科
等
の
教
科
書
に

も
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
、
戸
惑
い
を
覚
え
て
い
る
先
生

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
言
語
活
動

の
位
置
づ
け
を
理
解
し
、
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。�

　
言
語
活
動
は
、「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
」

や
、「
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必

要
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
」（
注
１
）
な
ど
の
力

を
支
え
る
た
め
の
活
動
の
一
部
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
、
こ
れ
ら
の
力
を
育
て
る
た
め
の
プ
ロ
セ

ス
で
あ
り
、
言
語
活
動
そ
の
も
の
が
目
的
で
は
な
い
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
活
動
に
先
立
ち
、
言
語
活
動
を
厳
密
に
定
義
し
よ
う

と
考
え
る
学
校
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、「
言
語

活
動
」
が
意
味
す
る
範
囲
は
非
常
に
幅
広
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
力
に
か
か
わ
る
た
め
、
定
義
付
け
や
図
式
化
に
よ

り
、
か
え
っ
て
表
層
的
な
活
動
に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
理
科
で
は
、
観
察
や
実
験
の
計
画
を
立
て
、

結
果
を
整
理
し
、
科
学
的
な
概
念
に
基
づ
い
た
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
す
る
学
習
な
ど
が
、
言
語
活
動
に
該
当
し
ま

す
。
こ
の
活
動
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
考
え
る
と
、
言

語
に
関
す
る
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
思
考
力
や
自
己
表

現
力
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
か
か
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。�

　
今
回
、
言
語
活
動
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ

（
注
２
）
に
よ
っ
て
、
読
解
力
低
下
に
関
す
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
、
直
接
的
な
理
由
の
一
つ
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
読
解
力
も
、
幅
広
い
概
念
で
す
が
、

言
語
活
動
に
よ
っ
て
育
成
を
目
指
す
力
は
、
こ
の
読
解

力
も
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
言

語
活
動
」
は
多
様
な
力
に
関
連
し
て
い
る
の
だ
と
、
大

き
く
捉
え
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。�

���　
言
語
活
動
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
授
業
に
反

映
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
学
習
指
導

要
領
に
お
け
る
言
語
活
動
に
関
す
る
記
述
で
特
徴
的
な

の
は
、
総
則
だ
け
で
は
な
く
、
各
教
科
の
中
に
も
明
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
指

導
計
画
を
作
成
す
れ
ば
、
自
ず
と
授
業
に
は
言
語
活
動

が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
内
容
を
見
る
と
、
理
科
で
は
前
述
し
た
内
容
が
含
ま

れ
る
ほ
か
、
社
会
で
は
「
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
私
た
ち
が
よ
り
よ
い
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
を
探
究
さ
せ
、
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
さ
せ
る
」、
音
楽
で
は
「
音
楽
を
形

づ
く
っ
て
い
る
要
素
や
構
造
と
曲
想
と
の
か
か
わ
り
を

理
解
し
て
聴
き
、
根
拠
を
も
っ
て
批
評
す
る
な
ど
し
て
、

音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
」
と
い
っ
た
よ

う
に
、
各
教
科
に
つ
い
て
、
か
な
り
具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
内
容
に
従
い
、
従
来
の
指
導
計
画
を
見
直

し
て
不
十
分
な
箇
所
に
は
追
加
や
修
正
を
加
え
る
こ
と

か
ら
始
め
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
言
語
活
動
は
、
こ

れ
ま
で
も
各
教
科
の
中
で
全
く
取
り
組
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ゼ
ロ
か
ら
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
と
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

　
た
だ
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
言
語
活
動

を
行
っ
た
か
否
か
が
授
業
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
こ
と
で

す
。
あ
く
ま
で
も
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
は
、「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」「
活
用
力
」
な
ど
の
育
成
で
あ
り
、
言

語
活
動
は
そ
の
土
台
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。�

� ゴ
ー
ル
は
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」�

「
活
用
力
」
な
ど
の
育
成�

� 厳
密
に
定
義
せ
ず
に�

幅
広
い
力
を
支
え
る
活
動
と
捉
え
る�

「
言
語
活
動
」の
意
義
を
理
解
し
�

従
来
の
授
業
の
改
善
を
進
め
る
�

点�

視�
の�

者�

究�

研�

注１　平成２０年３月告示「中学校学習指導要領　第１章　総則」より�
注２　ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）が実施する、１５歳児（日本では高校１年生）を対象とした国際的な学習

到達度調査。２０００年に第１回の本調査を行い、以後３年ごとに実施。０７年１２月に結果が発表された
０６年調査は第３回。第１回は読解力、第２回は数学的リテラシー、第３回は科学的リテラシーを重点的
に調べている�事例で見る�

「言語活動」の取り入れ方�

2特集�
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英
単
語
や
漢
字
の
筆
順
、
地
名
、
元
素

記
号
な
ど
の
習
得
の
た
め
に
、
反
復
学
習

は
不
可
欠
で
す
。
た
だ
、
暗
記
は
生
徒
に

と
っ
て
単
調
で
退
屈
な
学
習
に
な
り
が
ち
。

多
く
の
先
生
方
は
意
欲
喚
起
の
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
効
率
的
・
効
果
的
な
学
習

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
取

り
入
れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。�

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、
教
材
を
繰
り
返
し
提

示
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
ダ
ム
に
表

示
し
た
り
、
必
要
な
箇
所
だ
け
を
提
示
し

た
り
す
る
こ
と
も
自
由
に
で
き
ま
す
。
次

ペ
ー
ジ
の
事
例
１
の
よ
う
に
テ
ン
ポ
よ
く

提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
ゲ
ー

ム
感
覚
で
取
り
組
め
ま
す
。
工
夫
次
第
で
、

集
中
力
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。�

　
授
業
の
要
点
を
共
有
・
定
着
さ
せ
た
い

場
面
に
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
有
効
で
す
。
従
来

な
ら
生
徒
が
各
自
で
資
料
集
を
見
て
い
た

よ
う
な
場
面
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な

ど
の
拡
大
提
示
機
器
を
用
い
て
大
き
く
映

し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
印
象
に
残

り
、
知
識
が
定
着
し
や
す
く
な
り
ま
す
。�

　
映
し
出
さ
れ
た
画
像
を
見
る
た
め
に
、

生
徒
は
顔
を
上
げ
て
前
を
向
き
ま
す
。
生

徒
の
表
情
を
見
や
す
く
な
り
、
理
解
や
関

心
の
度
合
い
を
確
認
し
な
が
ら
授
業
を
進

め
ら
れ
る
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。�

　
反
復
・
定
着
の
た
め
に
は
既
に
多
く
の

手
法
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま
で

選
択
肢
の
一
つ
で
す
が
、
事
例
１
、
２
の

よ
う
に
、
ほ
ん
の
少
し
の
工
夫
で
ど
の
教

科
で
も
効
果
的
に
使
え
、
先
生
の
負
担
軽

減
に
も
な
り
ま
す
。�

　
ど
の
生
徒
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
関
心
が
高
い

こ
と
は
、
多
く
の
先
生
方
が
実
感
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、

反
復
・
定
着
の
た
め
の
単
調
な
学
習
が
苦

手
な
生
徒
の
意
欲
を
喚
起
す
る
き
っ
か
け

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。�

生
徒
の
集
中
力
向
上
や�

理
解
度
の
把
握
に
役
立
つ�

「
反
復
・
定
着
」
に�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し�

学
習
効
果
ア
ッ
プ
！�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
す
れ
ば
、単
調
に
な
り
が
ち
な
「
反
復
学
習
」
の
場
面
で
も�

生
徒
の
興
味
を
喚
起
・
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

授
業
の
要
点
を
「
定
着
」
さ
せ
た
い
場
面
で
、理
解
を
促
進
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。�

従
来
か
ら
用
い
て
い
る
反
復
・
定
着
指
導
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
た
授
業
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。�

講師�

活用度UP!　ワンポイントアドバイス�
�

無料のソフトウェアを試してみよう�
　デジタル教材を購入したくても予算が少ない……。そんなときは、教
科書の指導書を見直してみましょう。教科書会社によって異なりますが、
デジタル教材の付録がついています。教科書に沿っているのでそのまま
使え、機能面で優れたものも多くあります。無料のソフトウェアで使い
勝手のよいものもたくさん出ています。一度利用してみてください。�
【デジタル教材などを探せるお薦めのウェブサイト】�
●教育情報ナショナルセンター�
　http://www.nicer.go.jp/�
●独立行政法人　情報処理推進機構�
　教育用画像素材集�
　http://www2.edu.ipa.go.jp/gz/

独立行政法人メディア教育開発センター教授。数多くの小・中学校で
指導・助言を行っている。�

ひと� し�

中川一史先生�

明日から使える�

　　　　  講座�

第2回　反復・定着学習�

＊２００８年6月時点のサイトを基にご案内しています�
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�
�
　１枚に１つの語句の意味を書いたスライドをプレゼンテーショ
ンソフトで作り、パソコンをつないでプロジェクターや電子黒
板に映します。その意味にあたる語句名が書かれたカルタを
班の数だけ用意。生徒は４～５人の班に分かれ、カルタを
取ります。１００語を３つの群に分け、毎時間１群（３３語程
度）ずつ、授業開始後の３分間ほどでゲームを行います。�
�
�
　「りか」のカルタ、「りカルタ」を授業の最初に毎時間組
み込むことで、効率的に反復学習ができます。授業での説
明だけでは覚えられない用語も、生徒は楽しみながら学べます。
スライドの順番や、次のスライドを映すまでの時間も調整でき
るため、毎回少しずつ形を変えて反復学習ができます。�
　また、カルタを取るときに声を出すことで体が温まったり、
生徒同士の交流も促進できたりと、よい雰囲気で授業に入
れるという効果もあります。�

�
�
　鉛筆でスケッチした花の絵に線描きや色付けをしていく工
程で、教師の模範実技をカメラで撮り、スクリーンや電子黒
板などに映します。細くて鋭い面相筆を用いる線描きの工程
と、彩色筆を用いる色付けの工程で、それぞれ２、３枚ずつ
の画像を載せることで、筆の特徴を生かした線の引き方や色
付けのポイントや流れを示します。�
�
�
　口頭の説明だけではイメージがわきにくい筆の使い方や線
の描き方なども、実際の画像を見ることで理解できます。大
きく鮮明な画像を繰り返し見られるため、生徒の集中力も高
まり、理解を深められます。画像を一度準備すれば何度でも
使用できるので、画像を示して解説することや、理解が難し
い生徒に個別にスライドを見せることも可能です。完成した
作品に加え、製作過程のものも撮影して保存できるため、
生徒が互いの作品を参考にして学び合うこともできます。�

めんそう�

●提示方法�

●活用効果�

活動初期は７秒間隔で次のスライドを出していましたが、繰り返すうち
に３秒間隔まで縮めることができました�

机の上に並べて生徒が取るカードには、ラミネート加工を施しておきます。
繰り返し使えるようにしておくことで、何度も反復できます�
写真提供／鳥取県倉吉市立東中学校�

ゲーム感覚で�
重要語句を反復学習�

星や岩石の名前など、理科の重要語句１００語を�
覚える「りカルタ」ゲーム（3年生　理科）�

1
事例�

●提示方法�

●活用効果�

原寸大の見本では、クラス全員の生徒にはっきり見せることは難しいで
すが、大きな画像に映し出すことで、生徒はしっかり確認できます�

画像を見ることによって、筆の特徴の生かし方や線のつなぎ方などを
具体的にイメージでき、理解が深まります�
写真提供／山形県米沢市立第四中学校�

視覚化することで�
内容を定着させる�

身近な花を観察し、鉛筆でスケッチをしたあと�
筆で色付けを行う（3年生　美術）�

2
事例�

レベルを上げながら反復学習ができる�

一度作成すれば繰り返しの使用が可能�

鮮明な画像で細かい部分も映し出せる�

繰り返し見られるため、要点が定着�

活用�
場面�

活用�
場面�
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こ
こ
数
年
、
中
学
生
の
間
で
も
所
持
率
が
高
ま
っ
て

い
る
携
帯
電
話
（
以
下
「
ケ
ー
タ
イ
」）。
こ
の
ケ
ー
タ

イ
を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
子
ど
も
の
ケ
ー
タ
イ
利
用
問
題
に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
群
馬
大
の
下
田
博
次
特
任
教
授

は
「
大
人
と
子
ど
も
と
で
は
、
ケ
ー
タ
イ
に
対
す
る
認

識
が
全
く
違
う
」
と
説
明
す
る
。�

　「
子
ど
も
は
ケ
ー
タ
イ
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

現
実
と
は
違
う
世
界
と
直
接
つ
な
が
る
道
具
と
し
て
捉

え
て
お
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
大
切
な
自
己
表
現
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
メ
デ
ィ
ア
感
覚
は
大
人
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
す
。
し
か
も
、
文
字
だ

け
で
は
な
く
て
、
写
真
や
映
像
、
音
楽
の
や
り
と
り
も

で
き
る
道
具
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
収
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
、

ま
さ
に
格
好
の
遊
び
道
具
で
あ
り
、
遊
び
場
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
道
具
を
使
っ
て
、
し
ば
し
ば
非
常
に
問
題

の
あ
る
遊
び
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
」�

　
子
ど
も
の
ケ
ー
タ
イ
の
使
い
方
が
大
人
と
異
な
る
の

は
、
内
閣
府
の
調
査
（
２
０
０
７
年
）
か
ら
も
明
ら
か

だ
。
図
１
の
よ
う
に
、
１３
〜
１５
歳
で
１
日
５１
回
以
上
メ

ー
ル
を
利
用
し
て
い
る
者
が
１３
・
０
％
、
１
日
１１
回
以

上
情
報
サ
イ
ト
（
注
１
）
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
者
が

１２
・
８
％
に
上
る
な
ど
、「
ケ
ー
タ
イ
漬
け
」
と
な
っ

て
い
る
中
学
生
も
一
定
数
存
在
す
る
。�

����

　
使
用
状
況
以
上
に
問
題
な
の
は
、
ケ
ー
タ
イ
で
行
っ

て
い
る
遊
び
の
内
容
だ
。
中
で
も
〝
学
校
裏
サ
イ
ト
〞

（
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
）
は
、
最
近
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。
学
校
裏
サ
イ
ト
と
は
、
生
徒
な
ど
に
よ
っ
て
立

ち
上
げ
ら
れ
た
、
仲
間
う
ち
で
の
交
流
を
目
的
に
し
た

サ
イ
ト
の
こ
と
。
部
活
動
や
授
業
、
試
験
対
策
な
ど
、

学
校
生
活
に
関
す
る
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
う
ち

は
よ
い
が
、
い
じ
め
や
誹
謗
中
傷
、
暴
力
誘
発
、
わ
い

せ
つ
情
報
発
信
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。�

　
例
え
ば
、
あ
る
生
徒
が
ケ
ー
タ
イ
か
ら
学
校
裏
サ
イ

携
帯
電
話
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
道
具
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、大
人
に
と
っ
て
は
単
な
る
情
報
通
信
機
器
に
す
ぎ
な
い
携
帯
電
話
は
、�

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
上
げ
る
「
ケ
ー
タ
イ
」で
あ
り
、そ
の
存
在
価
値
は
異
質
の
も
の
だ
。
�

教
師
、保
護
者
の
想
像
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
と
ケ
ー
タ
イ
の
結
び
付
き
と
、今
後
の
対
策
を
考
え
て
み
た
い
。
�

「
持
ち
込
み
禁
止
」
は
有
効
か
？
�

大
人
の
知
ら
な
い

ケ
ー
タ
イ
の
世
界
�

特
集
�
3

大
人
と
大
き
な
差
が
あ
る
�

子
ど
も
の
「
ケ
ー
タ
イ
」
利
用
�

学
校
数
の
2
倍
以
上
も
の
�

学
校
裏
サ
イ
ト
が
存
在
す
る
�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

生
徒
指
導�

特
集
�

新
学
習
指
導
要
領�

注１　サイト…インターネット上の一連の情報群、それが集まっている場所�

 

ひ 

ぼ
う�
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ト
に
「
２
年
で
キ
モ
イ
や
つ
は
？
」
と
書
き
込
む
。
す

る
と
ほ
か
の
生
徒
が
、
実
名
や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
「
キ
モ

イ
生
徒
」
を
挙
げ
て
い
く
。
ま
た
「
３
年
の
Ａ
子
は
援

助
交
際
を
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
誹
謗
中
傷
が
流
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
　
や
誹
謗
中
傷
は
、
サ
イ
ト
を
見
た

す
べ
て
の
人
に
知
れ
渡
り
、
標
的
に
さ
れ
た
生
徒
は
「
み

ん
な
が
自
分
の
　
を
し
て
い
る
」
と
不
安
を
抱
き
な
が

ら
、
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
る
。
情
報
の
発
信
源
が
わ

か
ら
な
い
た
め
、
周
囲
の
人
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

気
の
休
ま
る
時
間
や
場
所
も
な
く
、
不
登
校
や
転
校
な

ど
に
追
い
込
ま
れ
る
深
刻
な
事
態
も
起
き
て
い
る
。�

　
学
校
裏
サ
イ
ト
は
、
一
部
の
学
校
だ
け
に
あ
る
も
の

で
は
な
い
。
文
部
科
学
省
が
０８
年
３
月
に
公
表
し
た
中

高
生
の
学
校
裏
サ
イ
ト
利
用
の
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、

３
万
８
２
６
０
件
の
裏
サ
イ
ト
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う

ち
の
約
半
数
の
サ
イ
ト
で
、
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
が

見
ら
れ
た
（
図
２
参
照
）。�

　
日
本
の
中
学
校
と
高
校
の
数
は
、
合
計
で
約
１
万
６

３
０
０
校
。
学
校
数
の
２
倍
以
上
の
学
校
裏
サ
イ
ト
が

存
在
し
て
い
る
わ
け
だ
。
し
か
も
こ
の
件
数
は
「
確
認

で
き
た
数
」
に
す
ぎ
な
い
。
学
校
裏
サ
イ
ト
に
は
非
公

開
型
で
調
査
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
、
実
際
の
総
数
は

こ
の
数
字
を
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。�

�����

　
生
徒
の
ケ
ー
タ
イ
利
用
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
学
校
裏

サ
イ
ト
だ
け
で
起
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。�

　「
最
近
、
中
高
生
の
間
で
大
流
行
し
て
い
る
の
が
、

企
業
が
運
営
し
て
い
る
ケ
ー
タ
イ
専
用
の
ゲ
ー
ム
サ
イ

「キモイ」「うざい」など
の誹謗中傷の３２語�

性器の俗称などわいせ
つな１２語�

「死ね」「消えろ」「殺す」
など暴力を誘発する２０
語�

含まれていない�
50%

含まれている�
50%

含まれていない�
63%

含まれている�
37%

含まれていない�
73%

含まれている�
27%

※文部科学省「青少年が利用する学校非公式サイト（匿名掲示板）等に関する調査について」より。
２００８年３月公表、調査員が実際にウェブを検索しながら内容を確認する利用実態調査と、群馬県、
兵庫県、静岡県の中学・高校生２,４１８人へのアンケート調査を併用�

※内閣府「第５回情報化社会と青少年に関する意識調査報告書」より。２００７年公表、調査対象は全国の
満１０歳から満２９歳までの青少年および満１０歳から１７歳までの青少年の保護者、計７,０００人�

※ほかの質問で携帯電話・PHSを「使っている」と答えた人のみ回答�

「持ち込み禁止」は有効か？�

大人の知らないケータイの世界�

3特集�

プ
ロ
フ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
�

多
様
化
す
る
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
遊
び
�

図２� サイト・スレッド（注２）の書き込み内容�

注２　スレッド…電子掲示板などにおいて、ある特定の話題に関する投稿の集まり�

う
わ
さ�
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1.2

１日に１１回以上� １日に６～１０回� １日に１～５回� 週に数回� 月に数回�

それ以下（月に数回よりもさらに少ない）� 仕事以外で自分からかけることはない� 無回答�

図１� ケータイの利用状況�

●携帯電話・PHSの通話頻度（年齢別）�

１３歳～１５歳�
（２６３人）�

２８歳～３０歳�
（３３４人）�

1.5

2.4

3.9 49.4 24.9 12.9

2.7

3.3

3.8

0.6

1.1

5.3 19.4 26.2 25.5 17.1

4.3 4.77.6 37.4 31.8 12.3

5.812.8 10.3 28.2 28.2 14.1

１日に１１回以上� １日に６～１０回� １日に１～５回� 週に数回� 月に数回�

それ以下（月に数回よりもさらに少ない）� 仕事以外でそのような画面を見ることはない� 無回答�

●情報サイトへアクセスして画面を見る頻度（年齢別）�

１３歳～１５歳�
（１５６人）�

２８歳～３０歳�
（２１１人）�

0.80.4

0.30.6

１日に５１回以上� １日に２１～５０回� １日に１１～２０回� １日に６～１０回�

１日に１～５回� 週に数回� 月に数回� それ以下（月に数回よりもさらに少ない）�

仕事以外で自分からメールを出すことはない� 無回答�

●携帯電話・PHSのメール利用頻度（年齢別）�

１３歳～１５歳�
（２５４人）�

２８歳～３０歳�
（３２４人）�

13.0 22.4 22.0 15.4 14.2 8.3 3.5

3.45.9 9.0 16.4 47.5 15.4

0.3

0.6

0.51.4

（％）�

（％）�

（％）�



ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
、
プ
ロ
フ
な
ど
で
す
。
こ

こ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
」�

　
プ
ロ
フ
と
は
、
ケ
ー
タ
イ
上
に
無
料
で
公
開
す
る
自

己
紹
介
サ
イ
ト
の
こ
と
。
質
問
項
目
に
沿
っ
て
名
前
や

居
住
地
、
趣
味
等
を
書
き
込
み
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を

載
せ
る
と
簡
単
に
自
己
紹
介
ペ
ー
ジ
が
で
き
る
。
プ
ロ

フ
に
は
「
足
跡
」
と
い
っ
て
、
接
続
し
て
き
た
人
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
せ
る
機
能
も
あ
り
、
未
知
の
人
と
の
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

顔
写
真
を
載
せ
た
り
学
校
名
を
書
き
込
む
な
ど
、
個
人

を
特
定
で
き
る
情
報
を
載
せ
て
い
る
生
徒
が
い
る
こ
と

だ
。
ま
た
「
注
目
を
浴
び
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

下
着
姿
や
裸
の
写
真
を
公
開
す
る
女
子
生
徒
も
い
る
。�

　
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
は
、
会
員

間
で
ゲ
ー
ム
や
会
話
を
楽
し
む
も
の
。
最
大
手
の
ゲ
ー

ム
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
「
モ
バ
ゲ
ー
タ
ウ
ン
」
の

登
録
会
員
数
は
１
０
０
０
万
人
を
超
え
（
08
年
４
月

現
在
）、
約
４０
％
が
１０
代
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
サ

イ
ト
で
は
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
交
換

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
大
人
を
含
む
未
知

の
友
人
や
異
性
と
の
出
会
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
面
が

あ
る
。
０７
年
に
は
、
女
子
高
生
が
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ

た
男
性
に
ホ
テ
ル
で
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
き
た
。�

　「
子
ど
も
が
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
と

い
う
と
、
自
殺
サ
イ
ト
や
薬
物
サ
イ
ト
と
い
っ
た
明
ら

か
に
有
害
な
ブ
ラ
ッ
ク
サ
イ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
の
は
、
有
害

サ
イ
ト
に
も
有
益
サ
イ
ト
に
も
な
り
得
る
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
に
あ
る
サ
イ
ト
で
す
。
プ
ロ
フ
に
し
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ト
に
し
て
も
学
校
裏
サ
イ
ト
に
し
て
も
、
常

識
的
な
使
い
方
を
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
一
方
で
、

有
害
情
報
を
発
信
し
た
り
、
リ
ス
ク
の
高
い
使
い
方
を

し
て
い
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
人
は
、
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
の
危
険
性
に
も
っ
と
目
を
向
け
る
べ
き
で
す
」�

����� 

　
中
高
生
に
よ
る
ケ
ー
タ
イ
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
の
あ
る
遊
び
が
流
行
し
て
い
る
の
は
、
下
田
先
生

に
よ
れ
ば
「
日
本
特
有
の
現
象
」
だ
と
い
う
。�

　「
欧
米
の
家
庭
で
は
、
そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

機
能
付
き
の
ケ
ー
タ
イ
を
子
ど
も
に
は
持
た
せ
ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
で
さ
え
、
最

初
は
し
っ
か
り
と
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
し
、
ル
ー
ル
や

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
か
ら
徐
々
に
外
し
て

い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
付
き
ケ
ー
タ
イ
を
無
条
件
で
子
ど

も
に
与
え
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
家
庭
で
共

用
す
れ
ば
親
が
見
守
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
ケ
ー
タ

イ
だ
と
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る
の

か
、
親
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
ケ
ー
タ
イ
の
リ
ス
ク
を

意
識
し
な
い
ま
ま
、
子
ど
も
に
与
え
た
大
人
の
責
任
は

重
い
と
い
え
ま
す
ね
」�

　
子
ど
も
に
ケ
ー
タ
イ
を
持
た
せ
る
か
ど
う
か
の
判
断

と
そ
の
責
任
は
「
基
本
的
に
は
保
護
者
に
あ
り
、
学
校

に
は
な
い
」
と
下
田
先
生
は
い
う
。
実
際
、
中
学
校
の

多
く
で
は
ケ
ー
タ
イ
は
持
ち
込
み
禁
止
だ
。
し
か
し
、

ケ
ー
タ
イ
を
介
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
学
校
内
で
も
起
き
て

い
る
以
上
、
学
校
に
も
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。�

　「
先
生
方
に
は
、
自
分
の
ケ
ー
タ
イ
で
子
ど
も
た
ち

が
遊
び
場
と
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
覗
い
て
み
て
い
た
だ

き
た
い
。
子
ど
も
が
ど
ん
な
や
り
と
り
を
し
て
い
て
、

そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
か
を
、
身
を

も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
ケ
ー
タ
イ
の

＊ハンドルネーム�

プロフのイメージ図�

　王子様★募集中!!
＊誕生日�
　JANUARY.13TH
＊血液型�
　Ｂ�
＊住んでいる町�
　○○町�
＊学年�
　△△高校３年○組�
　××コース� キ

ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導�

新
学
習
指
導
要
領�

生
徒
指
導�

自
分
の
ケ
ー
タ
イ
を
使
っ
て
�

遊
び
場
を
覗
い
て
み
て
ほ
し
い
�

特
集
�

�
実際にプロフとして公開
されている内容を参考に
作成（右記は架空の情
報）。このほかに、自分の
趣味や性格などについて
紹介されていた。ハンド
ルネーム（ニックネーム）
の隣には英文で本名と
思われる名前を記載。町
名や高校名はすべて実
名で公開。ゲームセンタ
ーで撮影した顔写真が
載せられていた�
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メ
デ
ィ
ア
特
性
に
つ
い
て
、
書
籍
や
研
修
を
通
し
た
学

習
も
大
切
で
す
。
私
が
主
宰
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
青
少
年

メ
デ
ィ
ア
研
究
協
会
で
も
、
教
師
や
保
護
者
、
あ
る
い

は
生
徒
を
対
象
と
し
た
出
張
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
生
徒
に
と
っ
て
ケ
ー
タ
イ
は
と
て
も
身
近
な
存
在

に
な
っ
て
お
り
、
友
だ
ち
同
士
で
の
メ
ー
ル
の
や
り
と

り
が
き
っ
か
け
で
仲
違
い
が
起
き
る
と
い
っ
た
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。
情
報
教
育
を
担
当
し
て
い
る
一
部
の

先
生
が
か
か
わ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
担

任
の
先
生
ま
で
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
」�

�����

　
で
は
生
徒
に
対
し
て
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。�

　「
大
切
な
の
は
、
リ
ス
ク
を
具
体
的
に
説
明
す
る
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
安
易
に
顔
写
真
や
下
着
姿
の
写
真

を
載
せ
る
と
、
そ
の
写
真
が
二
次
利
用
さ
れ
て
、
わ
い

せ
つ
サ
イ
ト
で
使
わ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
起
き
る
。

ま
た
学
校
名
な
ど
の
情
報
か
ら
個
人
を
特
定
さ
れ
て
、

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に
遭
う
こ
と
も
あ
る
。
学
校
裏
サ
イ

ト
で
の
誹
謗
中
傷
で
は
、
警
察
沙
汰
に
な
れ
ば
、
被
害

者
ば
か
り
で
な
く
加
害
者
も
不
利
益
を
被
り
ま
す
。
そ

う
し
た
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
生
徒
に
ケ
ー
タ
イ
遊
び

に
潜
む
落
と
し
穴
を
理
解
さ
せ
る
の
で
す
。
モ
ラ
ル
に

訴
え
る
だ
け
で
は
他
人
事
だ
っ
た
生
徒
で
も
、
自
分
の

身
は
守
り
た
い
で
す
か
ら
、
ケ
ー
タ
イ
遊
び
の
わ
な
に

つ
い
て
の
話
で
あ
れ
ば
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
す
」�

　
実
際
に
学
校
裏
サ
イ
ト
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
き

に
は
、
感
情
的
に
対
応
し
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。

あ
る
中
学
校
で
は
、
学
校
裏
サ
イ
ト
で
の
生
徒
の
悪
質

な
書
き
込
み
に
驚
い
た
校
長
が
、
朝
礼
で
「
こ
ん
な
バ

カ
な
こ
と
は
や
め
な
さ
い
」
と
怒
鳴
っ
た
と
こ
ろ
、
す

ぐ
さ
ま
裏
サ
イ
ト
は
「
止
め
ら
れ
る
も
の
な
ら
止
め
て

み
ろ
」
と
い
っ
た
挑
発
や
、
教
師
を
中
傷
す
る
言
葉
で

埋
め
つ
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。�

　「
生
徒
に
対
し
て
は
、
君
た
ち
の
し
て
い
る
こ
と
は

前
か
ら
知
っ
て
い
た
よ
、
と
い
う
態
度
を
見
せ
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
大
人
が
入
り
込
め
な
い
秘
密
基
地
の
感

覚
で
学
校
裏
サ
イ
ト
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
大

人
の
目
が
行
き
届
く
空
間
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る

の
で
す
。
そ
し
て
ケ
ー
タ
イ
遊
び
の
リ
ス
ク
を
説
明
し

て
、
自
分
た
ち
の
し
て
い
る
こ
と
を
客
観
視
さ
せ
ま
す
。�

　
一
方
で
保
護
者
へ
の
対
応
も
必
要
で
す
。
保
護
者
を

集
め
て
、
子
ど
も
が
ケ
ー
タ
イ
で
ど
の
よ
う
な
遊
び
を

し
て
い
る
か
を
説
明
し
、
ケ
ー
タ
イ
を
買
い
与
え
た
保

護
者
に
責
任
感
、
危
機
感
を
持
っ
て
も
ら
う
の
で
す
。

こ
う
し
た
対
処
は
、
先
生
方
が
ケ
ー
タ
イ
の
メ
デ
ィ
ア

特
性
を
理
解
し
て
い
れ
ば
十
分
可
能
で
す
」�

 

こ
れ
ま
で
中
学
校
で
は
、「
校
内
へ
の
持
ち
込
み
を
禁

止
に
す
れ
ば
、
そ
れ
で
学
校
で
の
ケ
ー
タ
イ
問
題
は
解

決
」
と
考
え
る
風
潮
も
あ
っ
た
。
し
か
し
た
と
え
ケ
ー

タ
イ
を
「
校
内
持
ち
込
み
禁
止
」
に
し
た
と
し
て
も
、

生
徒
た
ち
が
ケ
ー
タ
イ
の
世
界
で
遊
ん
で
問
題
が
起
き

れ
ば
、
学
校
が
責
め
ら
れ
る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
な
遊
び
場

の
危
険
か
ら
生
徒
を
守
る
た
め
に
、
学
校
と
家
庭
が
一

体
と
な
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。�

た
が�

ざ   

た�

「持ち込み禁止」は有効か？�

大人の知らないケータイの世界�

3特集�

モ
ラ
ル
教
育
で
は
な
く
�

リ
ス
ク
を
伝
え
る
指
導
を
�

しもだ・ひろつぐ◎子どものインターネットおよび携帯電
話利用問題に取り組み、ＮＰＯ青少年メディア研究協会
を主宰するほか、警察庁「少年のインターネット利用に
関する研究会」座長など、数多くの審議会の委員を務
める。著書に『学校裏サイト』（東洋経済新報社）など。�

下田博次�
群馬大特任教授�
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○文部科学省「青少年が利用する学校非公式サイト（匿名掲示板）等に関
する調査について（概要）」�
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/04/08041805.htm�
中高生のインターネットコンテンツ利用の実態（形態・種類や数、書き込み内容や
利用方法等）がまとめられている。��
○国立教育政策研究所 生徒指導研究センター�
「生徒指導資料第３集『規範意識をはぐくむ生徒指導体制－小学校・中
学校・高等学校の実践事例２２から学ぶ―』」�
http://www.nier.go.jp/shido/centerhp/index.htm�
「Ⅱ事例編」にて、ホームページ等への誹謗中傷等の書き込みに対する対応事例
が掲載されている。��
○NPO法人青少年メディア研究協会（ねちずん村）�
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日
本
の
民
法
典
の
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
か
ら
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
戦
後
の
民
法
学
界
に
一
時
代

を
築
い
た
星
野
　
一
・
東
京
大
名
誉
教
授
。
一
般
市
民
や
学
生

向
け
の
法
関
連
書
籍
の
編
纂
、
民
法
の
普
及
活
動
に
も
尽
力
し

た
星
野
教
授
の
法
律
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
聞
い
た
。�

���

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
「
未
知
な
る
も
の
」
へ
の
関
心
が
強
か

っ
た
私
に
と
っ
て
、
本
を
読
む
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

小
学
校
に
上
が
る
前
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
毎
年
、

本
を
も
ら
い
、
世
界
の
国
々
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
百
科

事
典
を
眺
め
た
り
、『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
や
『
小

公
女
』
を
読
ん
で
外
国
に
思
い
を
は
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。�

　
小
学
時
代
に
読
ん
だ
本
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

少
年
の
精
神
的
成
長
を
描
い
た
物
語
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る

か
』（
吉
野
源
三
郎
著
）
で
す
。
そ
の
中
に
あ
る
「
偉
大
な
発

見
が
し
た
か
っ
た
ら
、
い
ま
の
君
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
も
り

も
り
勉
強
し
て
、
今
日
の
学
問
の
頂
上
に
の
ぼ
り
切
っ
て
し
ま

う
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
一
節
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
幼
心

に
も
と
に
か
く
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
、

学
問
へ
の
憧
れ
を
抱
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
。�

　
高
校
時
代
は
太
平
洋
戦
争
真
っ
只
中
。
そ
の
影
響
で
、
高
校

生
活
は
２
年
間
に
短
縮
さ
れ
、
勤
労
動
員
に
も
駆
り
出
さ
れ
て
、

学
校
で
は
ろ
く
に
勉
強
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
私
の

通
っ
て
い
た
旧
制
第
一
高
等
学
校
（
現
・
東
京
大
）
は
、
軍
国

主
義
の
時
代
に
あ
っ
て
も
自
由
と
寛
容
の
精
神
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
か
ら
優
秀
な
生
徒
が
集
ま
る
全
寮
制
で
、
同
学
年
の
者
や

先
輩
と
夜
を
徹
し
て
「
本
当
の
意
味
で
の
良
い
国
と
は
何
だ
ろ

う
」
と
語
り
合
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
下
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

学
び
へ
の
意
欲
は
更
に
か
き
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。�

��

　
高
校
卒
業
後
は
、
父
が
弁
護
士
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
京

大
法
学
部
に
進
み
、
明
治
以
降
最
も
著
名
な
民
法
学
者
と
い
わ

れ
る
我
妻
榮
先
生
に
学
び
ま
し
た
。
民
法
は
全
１
０
４
４
条
あ

り
、
学
問
と
し
て
の
歴
史
も
古
く
、
そ
の
起
源
は
ロ
ー
マ
法
に

ま
で
遡
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
我
妻
先
生
は
講
義
で
「
こ
こ
か

ら
先
は
今
後
の
問
題
で
す
」
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
我

妻
先
生
で
も
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
」
―
―
未

知
な
る
も
の
へ
の
興
味
・
関
心
が
強
か
っ
た
私
は
「
民
法
は
な

ん
て
奥
が
深
い
の
だ
ろ
う
」
と
感
じ
、
民
法
学
者
を
志
す
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。�

　
学
び
へ
の
意
欲
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
時
代
は
我
妻
先
生

の
講
義
に
圧
倒
さ
れ
、
先
生
の
著
書
で
あ
る
『
民
法
講
義
』
の

よ
う
な
本
は
書
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
法
学
は

自
然
科
学
の
よ
う
な
飛
躍
的
な
発
見
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ん
で
も
だ
れ
か
が
既
に
発
表
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
我
妻
先
生
の
講
義
を
聞
い
て
疑
問
を
抱
い
て

い
て
も
、
し
っ
か
り
論
証
で
き
る
根
拠
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
は

通
説
に
従
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
た
だ
、
一
度
抱
い
た
疑
問
は
い
つ
も
頭
の
片
隅
に
持
ち
続
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
日
本
の
民
法
典
は

ド
イ
ツ
民
法
典
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
影
響
を
受
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
し
た
。�

　
当
時
、
日
本
民
法
典
の
モ
デ
ル
は
ド
イ
ツ
民
法
典
と
い
う
考

え
が
、
法
律
家
全
般
の
通
説
で
し
た
。
弁
護
士
の
父
に
も
「
法

未
知
な
る
も
の
に
憧
れ
た
学
生
時
代�

民
法
の
奥
深
さ
に
惹
か
れ
て
学
者
を
志
す�
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律
を
学
ぶ
な
ら
、
ド
イ
ツ
語
と
ド
イ
ツ
法
を
勉
強
せ
よ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
学
生
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
法
学
に

触
れ
、「
日
本
民
法
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
的
な
緩
や
か
さ
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。�

　
ド
イ
ツ
全
盛
時
代
で
し
た
が
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。
日

本
で
は
部
分
的
に
し
か
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
民

法
と
フ
ラ
ン
ス
法
学
を
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
背
景
を
考
え
つ

つ
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
民
法
典
の
中
に
は
ド
イ
ツ
民

法
典
に
存
在
し
な
い
制
度
が
存
在
す
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
民
法

典
に
多
く
を
負
う
と
の
結
論
に
至
っ
た
の
で
す
。
学
生
時
代
に

抱
い
た
疑
問
を
持
ち
続
け
、
粘
り
強
く
考
え
、
調
べ
た
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
た
成
果
で
し
た
。�

　�

�

　
私
は
、
な
ぜ
定
説
を
覆
す
よ
う
な
研
究
に
打
ち
込
み
、
の
ち

に
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
研
究
動
向
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
れ
は
、「
問

題
を
持
つ
こ
と
は
、
解
決
に
進
ん
で
い
る
こ
と
だ
」
と
い
う
東

京
帝
国
大
・
南
原
繁
総
長
の
教
え
が
、
学
生
時
代
か
ら
心
に
刻

ま
れ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
そ
し
て
何
よ
り
、「
民
法
を
学
ぶ
に
は
、
ま
ず
民
法
の
各
制

度
・
各
規
定
の
意
味
や
趣
旨
を
理
解
し
、
ル
ー
ツ
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
一
念
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
さ
に
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
の
一
節
に
学
ん
だ

精
神
が
、
私
を
突
き
動
か
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。「
現
在
の

最
高
峰
の
学
問
を
修
得
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
研
究
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」。
こ
れ
は
学
者
と
し
て
の
最
も
大
切
な
信
条
と

な
っ
た
の
で
す
。�

　
当
時
、
下
火
で
あ
っ
た
法
解
釈
学
に
こ
だ
わ
っ
て
研
究
を
続

け
た
の
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
で
す
。
戦
後
の
日
本
の
民
法
学

は
、
社
会
で
法
制
度
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の
か
と

い
う
「
法
社
会
学
」
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
は
「
民
法
を
勉
強
す
る
以
上
、
伝
統
的
な
法
解
釈
学
を

学
ぶ
こ
と
が
出
発
点
に
な
る
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
何
と
か
し
て
新
し
い
学
問
の
方
法
論
を
見
つ
け
た
い
と
考

え
、
当
時
の
民
法
学
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
「
利
益
考

量
論
（
注
）」
と
い
う
法
解
釈
の
方
法
を
提
示
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。�

　
学
生
時
代
に
は
、
学
問
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
よ
い
、
何
か
打

ち
込
む
も
の
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
疑
問

を
抱
い
た
ら
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
、
機
会
が
あ
れ
ば
突
き
詰

め
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
疑
問
を
自
分
の
中
で
ご
ま
か
さ

な
い
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
い
つ
か
新
し
い
発
見
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
学
者
だ
け
で
は
な
く
、
社
会

で
生
き
抜
く
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。�

疑
問
を
持
つ
こ
と
が
問
題
解
決
の
第
一
歩�

ほ
し
の
・
え
い
い
ち
 

１
９
２
６
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
東
京
大
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
、

東
京
大
法
学
部
教
授
、
千
葉
大
法
経
学
部
教
授
、
放
送
大
教
養
学
部
教
授
を
歴
任
。
長

年
に
渡
り
民
法
を
中
心
と
す
る
法
改
正
に
従
事
し
、
法
制
審
議
会
民
法
部
会
等
の
委

員
・
部
会
長
を
務
め
た
。
９３
年
紫
綬
褒
章
受
章
、
０７
年
文
化
功
労
者
。
現
在
は
、
東
京

大
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
員
会
員
。
主
な
著
書
に
『
民
法
概
論
Ⅰ
〜
Ⅳ
』（
良
書
普
及

会
）、『
民
法
の
す
す
め
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
が
あ
る
。
�

◎
本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
研
究
者
は
日
本
学
士
院
の
会
員
の
方
々
で
す
。
日
本
学
士
院

は
、
学
術
上
功
績
の
あ
っ
た
科
学
者
を
優
遇
す
る
た
め
の
機
関
で
、
人
文
科
学
７０
名
、
自
然

科
学
８０
名
が
在
籍
し
、
新
会
員
の
選
定
、
公
開
講
演
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会

員
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
は
研
究
者
と
し
て
名
誉
な
こ
と
と
さ
れ
、
日
本
学
士
院
賞
は
我
が
国

の
学
界
で
は
最
も
権
威
あ
る
賞
と
し
て
、
毎
年
初
夏
に
行
わ
れ
る
授
賞
式
に
は
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
ま
す
。http://w

w
w
.japan-acad.go.jp/

注）法律解釈を、実質的な利益のバランスを重視して判断していく考え方�
�
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強
ま
る
保
護
者
の
関
与
�

2
0
0
8
年
5
月
に
、ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
は
「
第
3
回
子
育
て
生
活
基
本
調
査
」
の
報
告
書
を
刊
行
し
た
。�

こ
の
調
査
は
、小
学
生
か
ら
中
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
、教
育
や
し
つ
け
に
関
す
る
意
識
や
、�

子
育
て
生
活
の
実
態
を
探
る
た
め
に
、4
、5
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。�

今
回
は
、調
査
結
果
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
、中
学
生
の
保
護
者
の
意
識
・
実
態
を
報
告
す
る
。�

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
　「
第
3
回
子
育
て
生
活
基
本
調
査
」よ
り�

「第３回子育て生活基本調査」�
�
■調査主体�
Benesse教育研究開発センター�
■調査テーマ�
小中学生の子どもを持つ保護者の子育て生活の実態、しつけや教育に関する保護者の意識�
■調査方法�
学校通しによる家庭での自記式質問紙調査�
■調査時期�
第１回調査：1998年12月、第２回調査：2002年９月、第３回調査：2007年９月�
■調査対象�
【1998年調査（第１回調査）】首都圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）の小学３年生から中学
３年生の子どもを持つ保護者4,718人（配布数8,380通、回収率56.3％）�
【2002年調査（第２回調査）】首都圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）の小学１年生から中学
３年生の子どもを持つ保護者6,512人（配布数9,038通、回収率72.1％）�
【2007年調査（第３回調査）】首都圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）の小学１年生から中学
３年生の子どもを持つ保護者7,282人（配布数9,962通、回収率73.1％）�
■調査項目�
子育ての悩み・気がかり／しつけや教育の情報源／子どもの日ごろの様子や生活習慣／子育てで
心がけていること／家庭の教育方針／配偶者との関係／子どもの家庭学習の様子／学習へのか
かわり／子どものメディアの利用／子どもの休日の過ごし方／学校の取り組み・指導に対する満足
度／学力観・勉強観／希望する進学段階／習い事・塾／教育費／子育ての楽しさ�
＊今回取り上げたデータは、すべて中学生の子どもを持つ保護者の回答をまとめたものである�

http://benesse.jp/berd/

ベネッセ　研究� 検索�で�

調査結果の詳細は�
Benesse教育研究開発センターの�
ウェブサイトをご覧ください。�

HOME＞調査・研究データ＞�
保護者と子育てについて＞第３回子育て生活基本調査�

または�

画�企�別�特�

　
本
調
査
は
１
９
９
８
年
、
２
０
０
２
年
の
過
去
２

回
実
施
し
た
。
今
回
（
０７
年
）
と
併
せ
て
計
３
回
の

調
査
結
果
を
経
年
で
見
る
と
、
保
護
者
の
教
育
観
・

子
育
て
観
は
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。�

　
ま
ず
、
保
護
者
と
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
が
密
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
子
ど
も
の

意
思
を
尊
重
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
親
の
判
断
を
優

先
さ
せ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
　�

　
学
力
に
こ
だ
わ
る
保
護
者
も
増
加
し
た
。
高
い
学

力
を
望
む
意
識
が
強
ま
り
、
高
学
歴
を
期
待
す
る
割

合
が
増
え
た
。
教
育
費
の
数
値
に
大
き
な
変
化
は
な

い
が
、
教
育
費
を
か
け
る
家
庭
と
か
け
な
い
家
庭
の

二
極
化
が
進
ん
で
い
た
。�

　
次
に
、「
子
ど
も
が
一
人
で
で
き
る
」
と
保
護
者

が
感
じ
て
い
る
生
活
習
慣
の
割
合
が
減
っ
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
保
護
者
の
関
与
が
強
ま
っ
た
こ
と

と
の
詳
し
い
因
果
関
係
は
不
明
だ
が
、
子
ど
も
の
生

活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。�

　
調
査
結
果
か
ら
は
、
全
般
的
に
一
生
懸
命
に
子
育

て
を
し
て
い
る
保
護
者
の
姿
が
見
え
て
き
た
。
し
か

し
、
学
力
に
対
す
る
意
識
や
教
育
に
か
け
る
費
用
な

ど
は
多
様
化
し
て
い
る
。
家
庭
の
状
況
を
ひ
と
く
く

り
に
考
え
て
対
応
し
て
い
て
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く

危
険
性
も
あ
る
。
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
密
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
様
子
を
把
握

す
る
こ
と
は
、
学
校
運
営
の
た
め
に
も
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。�

■
調
査
結
果
全
体
の
傾
向�

調査概要�
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Q.お子様は、次のようなことを自分一人でできますか�

0 20 40 60 80 （％）�100

図１� 家庭の教育方針�

日頃の生活習慣として、自分の
子どもが「計画的に勉強するこ
と」ができないと、半数の保護
者が感じている。起床・就寝、
部屋の片付けについても、「一
人でできない」割合が増加傾向
にある�

Q.あなたのご家庭ではお子様のしつけや教育について、次のようなことがどのくらいあてはまりますか�

子どもがどういう友だちと�
つきあっているかを知るようにしている�

教育に必要なお金は�
かけるようにしている�

子どものしつけや教育については�
夫婦で考えている�

子どもの教育・進学面では世間一般の�
流れに乗り遅れないようにしている�

子どもの将来を考えると、�
習い事や塾に通わせないと不安である�

親子で意見が違うとき、�
親の意見を優先させている�

子どもがすることを親が決めたり、�
手伝ったりすることがある�

勉強のことは口出しせず、�
子どもにまかせている�

2002

2007

2002

2007

2002

2007

＊１２項目のうち３項目を示した�

0 20 40 60 80 （％）�100

図２� 日頃の生活習慣�

決まった時間に�
起床・就寝すること�

遊んだあとや部屋の片付け�

計画的に勉強すること�

26.3

22.1

21.8

18.3

16.2

13.9 37.0

41.9

37.7

40.7

47.4

47.3 21.7
3.0

4.2

1.8

1.2

3.7 1.7

6.3 2.2

10.3

1998年�

2002年�

2007年�

＊「とてもあてはまる」と�
「まああてはまる」の合計�

この１０年間で保護者が子どもへ
の関与を強めており、子どもが
自ら判断する機会は減る傾向に
ある。「子どもの将来を考えると、
習い事や塾に通わせないと不安
である」の回答が増えており、
教育に対する不安が増大してい
る様子もうかがえる�

91.1
92.0
93.8

75.4
77.6
79.0
81.4
80.6

76.8
50.5

44.2
50.9
53.9

42.0
51.0
52.4

36.3
41.1

46.5
52.9
51.8

44.9

59.3
60.1

（年）�

5.9

1.4

1.6

完全に一人でできる�

だいたい一人でできる�

あまり一人でできない�

全く一人でできない�

無回答・不明�32.1

36.6

25.1

33.3

37.3

子
ど
も
が
判
断
す
る
機
会
が
減
少
�

「
計
画
的
に
勉
強
で
き
な
い
」は
半
数
�

　
図
１
は
、
家
庭
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
尋
ね
た
結

果
だ
。
全
体
的
に
保
護
者
の
子
ど
も
に
対
す
る
関
与

が
強
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、「
親

子
で
意
見
が
違
う
と
き
、
親
の
意
見
を
優
先
さ
せ
て

い
る
」「
子
ど
も
が
す
る
こ
と
を
親
が
決
め
た
り
、

手
伝
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
」
は
、
９８
年
調
査
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
約
１０
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
お
り
、
家
庭
に

お
い
て
子
ど
も
が
自
ら
判
断
す
る
機
会
が
減
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。�

　
で
は
、
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
日
頃
の
生
活
習
慣

が
ど
の
程
度
、
身
に
つ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
図
２
を
見
る
と
、「（
完
全
に
＋
だ
い
た
い
）

一
人
で
で
き
る
」
と
回
答
し
た
割
合
が
ど
の
項
目
で

も
減
っ
て
い
る
。「
一
人
で
で
き
て
い
な
い
」
か
ら

「
保
護
者
の
関
与
が
強
ま
っ
た
」
の
か
、「
保
護
者
の

関
与
が
強
ま
っ
た
」
た
め
に
親
の
子
ど
も
へ
の
期
待

が
高
く
な
り
、「
一
人
で
で
き
て
い
な
い
」
と
感
じ

て
い
る
の
か
、
今
回
の
調
査
結
果
だ
け
で
は
わ
か
ら

な
い
。�

　
た
だ
、
保
護
者
の
関
与
が
強
ま
っ
て
い
る
傾
向
は
、

生
徒
の
自
立
を
考
え
た
と
き
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
時
代
は
、
自
立
に

向
か
っ
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
親
子
の
距
離
感
を
徐
々

に
広
げ
て
い
く
な
ど
、
親
子
関
係
を
見
直
し
、
変
え

て
い
く
大
切
な
時
期
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
る
。
親
子
の
距
離
の
保
ち
方
を
考
え
て

も
ら
え
る
よ
う
な
情
報
を
、
保
護
者
会
や
保
護
者
向

け
の
講
演
会
な
ど
を
通
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
か
も
し
れ
な
い
。�
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図３� 学力観・勉強観�

＊複数回答�
  １０項目のうち4項目を示した�

「できるだけいい大学に入れるよう
成績を上げてほしい」という回答が
調査のたびに増える一方、「学校
生活が楽しければ、成績にはこだ
わらない」が減っている。学力重
視の意識が高まっている�

Q.お子様の「学力や勉強」についてどのようにお考えですか�

高学歴よりも資格を�
身につけるほうが将来役に立つ�

将来ふつうの生活に�
困らないくらいの学力があればいい�

できるだけいい大学に入れるよう、�
成績を上げてほしい�

学校生活が楽しければ、�
成績にはこだわらない�

0 （％）�3010 20

図４� 勉強する理由�

子どもに学習の理由を聞かれたときに、「将来のためと答える」
という趣旨の回答が最も多かった。次に「今は勉強すべきとき
だから」という趣旨の回答が続く�

Q.もしお子様に「どうして子どもは勉強しないと�
　 いけないの？」と聞かれたら、あなたはどのように�
　 答えますか�

＊子どもが勉強する理由を自由記述形式で尋ねた質問に対する
回答は最多で３つの要素を抽出し、分類の作業を行った。１７の
分類カテゴリーにくくった結果のうち、上位７項目を抽出した�
＊回答した4,955人を全体母数としている�

将来1人で社会生活を�
営むことができるため�

25.8

将来なりたいものになるため�23.9

今は勉強すべきときだから�16.0

生きていく力をつけるため�5.8

自分・将来のため�5.8

勉強は役に立つため�5.4

知識の習得・蓄積のため�4.0

図５� 学校での成績別の教育費�

学校での成績が高い層では教育にお金をかけているが、成
績が低い層では教育費を切り詰めている。中間の家庭が減
り、二極化していることがわかる�

＊成績は、同調査の「お子様の学校での成績はクラスの中で
どれくらいですか」の値を使用�
＊1人あたりの平均教育費は「5,000円未満」を2,500円、「5,000
～10,000円未満」を7,500円、「60,000円以上」を65,000
円のように置き換えて、無回答・不明を除いて算出した�
＊「今までに学校以外の塾や習い事、スポーツクラブ、通信教
育・教材を利用したことがありますか」という質問に対する「い
いえ」との回答については、「5,000円未満」とした�

1998年�

2002年�

2007年�

Q.学校での費用を除いた１か月にかかる習い事、�
　 通信教育、塾、レッスン料などの費用の合計を�
　 教えてください�

（円）�

22,048円�
21,495円�
20,632円�

16,981円�
16,711円�

20,148円�
20,446円�

19,806円�
19,058円�
18,019円�

15,000

17,500

20,000

22,500
上のほう�

学校での成績が�

真ん中より上�
真ん中くらい�
真ん中より下�
下のほう�

2007年�2002年�

＊９８年調査に該当項目なし�

学
力
重
視
の
傾
向
が
強
ま
り
�

教
育
費
の
二
極
化
が
進
む
�

　
保
護
者
の
「
学
力
や
勉
強
」
に
対
す
る
考
え
方
は
、

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
図
３
の
通
り
、「
学
校
生
活
が

楽
し
け
れ
ば
、
成
績
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」「
将
来

ふ
つ
う
の
生
活
に
困
ら
な
い
く
ら
い
の
学
力
が
あ
れ

ば
い
い
」
と
回
答
し
た
割
合
が
、
９８
年
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
１０
ポ
イ
ン
ト
以
上
減
り
、「
で
き
る
だ
け
い
い
大

学
に
入
れ
る
よ
う
、
成
績
を
上
げ
て
ほ
し
い
」
が
増

え
て
い
る
。
進
学
に
必
要
な
学
力
を
重
視
す
る
傾
向

が
全
体
的
に
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。�

　
で
は
「
ど
う
し
て
子
ど
も
は
勉
強
し
な
い
と
い
け

な
い
の
？
」
と
子
ど
も
に
聞
か
れ
た
ら
、
保
護
者
は

ど
の
よ
う
に
答
え
る
の
か
。
自
由
記
述
式
で
得
た
回

答
を
分
類
し
た
の
が
図
４
だ
。
子
ど
も
の
将
来
を
考

え
て
の
回
答
が
上
位
に
き
て
い
る
一
方
、
３
位
に
「
今

は
勉
強
す
べ
き
と
き
だ
か
ら
」
が
き
て
い
る
。�

　
学
力
重
視
の
傾
向
が
強
ま
る
中
、
家
庭
に
お
け
る

教
育
費
の
全
体
平
均
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い

（
０２
年
１
９，
７
４
６
円
↓
０７
年�
１
９，
９
４
８
円
）。

し
か
し
、
学
校
で
の
成
績
別
に
見
て
い
く
と
、
成
績

上
位
層
の
家
庭
で
は
増
え
て
い
る
の
に
対
し
、
成
績

下
位
層
の
家
庭
で
は
減
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

（
図
５
）。
社
会
現
象
と
し
て
富
裕
層
と
低
所
得
者
層

の
「
経
済
格
差
」
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

教
育
の
面
で
も
「
格
差
」
の
あ
る
こ
と
が
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
示
さ
れ
た
格
好
だ
。
生
徒
の
家
庭
的
背
景
が

多
様
に
な
り
、
先
生
方
も
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
成
績
下
位
層
の
生
徒
に
対

し
て
は
、
家
庭
の
背
景
を
考
慮
し
つ
つ
指
導
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
い
え
る
。�
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1位� 2位� 3位�

2002年� 2007年�

図６� 学校への満足度�

＊「とても満足している」と�
「まあ満足している」の合計�

学校に対する満足度はすべての
項目で５０％を超え、保護者は
学校に概ね満足しているといえる。
ただ、芸術面やコンピュータなど
の能力やスキルを高める活動に
対しては満足度が下がっている�

Q.あなたは学校の取り組みや指導にどのくらい満足していますか�

いじめ問題や友だち同士の�
トラブルへの対応�

教科の基礎的な学力を�
身につけること�

保護者が気軽に質問したり�
相談したりできること�

宿題の内容や量�

音楽や美術など�
芸術面の才能を伸ばすこと�

0 20 6040 80 （％）�100

コンピュータを使う力をつけること�

高校受験に役立つ学力をつけること�

行事や委員会活動、部活動・�
クラブ活動などを十分行うこと�

学校の教育方針や�
教育活動の様子を保護者に伝えること�

スポーツ能力や体力の向上�

80.2
80.1

77.3
76.2
79.4

74.0
79.0

72.5
68.5
68.5

66.3
63.5
63.0

59.7
64.2

56.9
63.6
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図７� 教育の情報源�

保護者が教育に関する情報源
で参考にしているのは、近所の
友人・知人（いわゆる「ママ
友」）、配偶者、自分の親がト
ップ３だった。学校の発信する
情報よりも、「口コミ」を重視し
ている様子がうかがえる�

Q.お子様のしつけ・教育情報源として、特に参考にしている人やもの上位3つを選んでください�

0 10 3020 （％）�40

近所でない友人・知人�

テレビ・ラジオ�

学校の先生�

学習塾の先生や家庭教師�

自分の子ども�

育児書や教育書など専門書�

インターネットやブログ�

近所の友人・知人�

配偶者�

自分の親�

38.3

32.5

28.8

24.5

23.0

19.0

11.5

9.7

7.7

5.2

学
校
へ
の
満
足
度
は
低
下
傾
向
�

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
は
評
価
�

　
保
護
者
の
教
育
へ
の
関
心
が
強
ま
る
中
、
保
護
者

は
学
校
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。

図
６
は
学
校
へ
の
満
足
度
を
尋
ね
た
結
果
で
あ
る
。

す
べ
て
の
項
目
で
「
満
足
し
て
い
る
」
が
半
数
以
上

で
、
保
護
者
は
学
校
の
取
り
組
み
を
概
ね
評
価
し
て

い
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
経
年
変
化
を
見
る
と
、
満

足
度
の
下
が
っ
た
項
目
が
多
い
。
保
護
者
の
学
校
へ

の
期
待
の
高
ま
り
が
、
学
校
へ
の
評
価
を
や
や
下
げ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
中
、「
学
校
の
教

育
方
針
や
教
育
活
動
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と
」「
保

護
者
が
気
軽
に
質
問
し
た
り
相
談
し
た
り
で
き
る
こ

と
」
の
満
足
度
は
、
ほ
か
の
項
目
と
比
較
し
て
大
き

く
変
化
し
て
い
な
い
。
学
校
と
し
て
も
保
護
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
、
保
護
者
は
そ

れ
を
評
価
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。�

　
と
こ
ろ
が
、
図
７
を
見
る
と
、
特
に
参
考
に
し
て

い
る
教
育
の
情
報
源
と
し
て
、「
学
校
の
先
生
」
は

５
位
で
あ
る
。
保
護
者
は
、
し
つ
け
や
教
育
の
情
報

源
と
し
て
、
学
校
の
先
生
の
情
報
に
あ
ま
り
重
き
を

置
い
て
い
な
い
よ
う
だ
。�

　
満
足
度
を
高
め
る
鍵
と
な
る
の
は
「
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
」
を
更
に
進
め
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
保

護
者
が
子
ど
も
へ
の
関
与
を
強
め
て
い
る
こ
と
は
P.�

３１
で
述
べ
た
通
り
だ
。
保
護
者
は
学
校
で
の
子
ど
も

の
様
子
を
知
り
た
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
積
極
的

に
公
開
す
る
こ
と
が
保
護
者
の
安
心
と
学
校
へ
の
理

解
に
つ
な
が
る
。
満
足
度
を
高
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

学
校
に
対
す
る
信
頼
感
が
醸
成
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
の

防
止
や
ひ
い
て
は
学
校
へ
の
支
援
も
期
待
で
き
る
。�

強まる保護者の関与�画�企�別�特�
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地方分権時代の�

横
浜
市�

神
奈
川
県�

教育行政�
地方自治体の学校教育への�

新たな取り組み�

「
横
浜
版
学
習
指
導
要
領
」
を
基
に�

各
学
校
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
を
強
化�

■神奈川県横浜市�
人口約３６０万人を抱える政令指定都市。市立小・中・特別支援学校は５０３校、
児童・生徒数は約２７万人に上る。教師の新卒採用数は２００７年度、０８年度
共に約１,０００人。０６年に市の基本構想（長期ビジョン）を３３年ぶりに改訂し、
「市民力と創造力」をキーワードに打ち出した。市全体が目指す都市づくりの
方向性と一体となった教育行政を推し進めている。�
【横浜市教育委員会】�
〒２３１-００１７横浜市中区港町１-１TEL ０４５-６７１-３７３２（授業改善支援課）�
URL http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/

横
浜
市
は
「
横
浜
版
学
習
指
導
要
領
」
を
策
定
す
る
と
共
に
、
各
学
校
の
授
業
力
を
高
め

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
拠
点
と
な
る
授
業
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
３
か

所
に
開
設
す
る
な
ど
、
政
令
指
定
都
市
へ
の
権
限
委
譲
を
視
野
に
入
れ
、
学
校
現
場
へ
の

き
め
細
か
な
支
援
を
強
化
し
て
い
る
。�

概略�

横
浜
市
は
「
横
浜
版
学
習
指
導
要
領
」

（
以
下
、
横
浜
版
要
領
）
の
策
定
を
進
め

て
い
る
（
注
）。
既
に
「
総
則
」
と
「
総

則
解
説
」
を
ま
と
め
て
、
市
立
小
・
中
学

校
の
全
教
師
に
配
付
。「
保
護
者
・
市
民

版
」
も
作
成
し
、
学
校
を
通
し
て
保
護
者

全
員
に
も
配
付
し
た
。
２
０
０
８
年
度
中

に
は
「
教
科
等
編
」
を
、
09
年
度
に
は

「
指
導
資
料
」
と
「
評
価
ガ
イ
ド
」
を
ま

と
め
る
予
定
だ
。

同
市
の
教
育
に
関
す
る
計
画
は
、
市
の

全
体
計
画
と
連
動
さ
せ
た
「
横
浜
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
」（
10
年
計
画
）、「
横
浜
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
５
年
計
画
）、

「
運
営
方
針
」（
１
年
計
画
）
の
３
層
か
ら

な
る
（
注
）。
横
浜
版
要
領
は
、
こ
の
う

ち
「
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
重
点
政
策
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
図

１
）。
国
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
内
容

を
す
べ
て
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
小
中
一
貫

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
や
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
『
横
浜
の
時
間
』
と
し
て

の
再
編
成
な
ど
、
教
育
課
程
の
ロ
ー
カ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
地
域
に
合
っ
た
基
準
）

を
示
し
た
。
横
浜
市
教
育
委
員
会
（
以
下
、

市
教
委
）
授
業
改
善
支
援
課
の
服
部
信
雄

課
長
は
、「
本
市
は
学
校
数
が
多
く
、
教

育
環
境
の
地
域
差
も
大
き
い
た
め
、
各
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
運
用
し
て
い
く
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。
横
浜
版
要
領
は
そ

れ
を
助
け
る
手
段
の
一
つ
で
す
」
と
説
明

す
る
（
図
２
）。

「
教
科
等
編
」
は
、
冊
子
だ
け
で
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
等
で
の
編
集
が
可
能
な
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
で
も
配
付
す
る
予
定
だ
。
各
校

の
指
導
に
合
わ
せ
て
学
習
指
導
要
領
を
ア

レ
ン
ジ
す
る
と
き
に
書
類
等
を
簡
単
に
作

成
で
き
、
学
校
現
場
の
作
業
が
軽
減
で
き

各
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を
支
援

横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
セ
ン
タ
ー

授
業
改
善
支
援
課
主
任
指
導
主
事

（
０８
年
４
月
か
ら
首
席
指
導
主
事
）

齊
藤
一
弥

Saito
Kazuya

横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
セ
ン
タ
ー
授
業
改
善
支
援
課
課
長

（
０８
年
４
月
か
ら
横
浜
市
立
元
街
小
学

校
校
長
）

服
部
信
雄

HattoriN
obuo

注　「横浜版学習指導要領」「横浜教育ビジョン」については横浜市教育委員会のウェブサイトをご参照ください
http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/plan_hoshin/youryou.html（横浜版学習指導要領）
http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/vision/（横浜教育ビジョン／横浜教育ビジョン推進プログラム）

＊本文中のプロフィールはすべて取材時（2008年3月）のものです
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�

理念・方向性の提示�
◎「横浜版学習指導要領」策定�
◎カリキュラム編成・運営具体策提示�
◎重点的課題、指導方法の実践例�
提示�

具体的実践事例の提供�
◎教科等指導資料・評価ガイド等提示�
◎実践推進校の研究成果の提供�
◎各種教育プラン提示、�
情報紙発行�

人的・物的環境への支援�
◎指導主事訪問・授業づくり講座等
実施�
◎教師力向上に関する研修、�
研究事業�
◎ＦＡ・ＴＡ（※）等人的配置、人事交
流等�

教育委員会�

カリキュラム編成�
学校教育目標設定�

カリキュラム全体計画作成�
教科等カリキュラム編成�

カリキュラム運営�
カリキュラムに基づく実践�

カリキュラム評価・改善�
授業評価等に基づく�
カリキュラムの見直し�

市立学校�

カリキュラムマネジメント�

環境整備・�
教育活動への支援�
家庭教育の充実�
学習・生活習慣確立�

カリキュラム外の教育充実�
地域教育力の学校支援�
学校教育への参画�

支 援�

家庭・地域�

出典／「横浜版学習指導要領　総則・総則解説」�

る
。
授
業
改
善
支
援
課
の
齊
藤
一
弥
主
任

指
導
主
事
は
、「
横
浜
版
要
領
を
つ
く
る

こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
重
要
な
の

は
そ
れ
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
を

整
備
す
る
こ
と
で
す
。
現
場
が
使
い
や
す

い
形
に
し
て
配
付
し
、
横
浜
版
要
領
に
基

づ
い
た
授
業
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

横
浜
版
要
領
の
周
知
徹
底
の
た
め
、
市

教
委
は
全
市
的
な
研
修
を
行
う
と
共
に
、

学
校
単
位
の
研
修
に
指
導
主
事
を
派
遣
し

て
い
る
。
指
導
主
事
が
学
校
現
場
と
の
橋

渡
し
役
と
し
て
足
並
み
を
そ
ろ
え
ら
れ
る

よ
う
に
、「
全
体
指
導
主
事
会
」
を
週
１

回
実
施
。
同
市
の
指
導
主
事
１
０
６
人
全

員
が
一
堂
に
会
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す

る
。「

横
浜
版
要
領
の
中
身
を
　
み
砕
い
て

正
確
に
伝
え
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
授
業
づ
く
り
講
座
な
ど
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、
具
体
的
な
授
業
の
イ

メ
ー
ジ
を
教
師
に
伝
え
る
こ
と
こ
そ
が
、

指
導
主
事
の
本
務
な
の
で
す
」（
齊
藤
主

任
指
導
主
事
）

拠
点
と
な
る
の
は
、
横
浜
市
教
育
セ
ン

タ
ー
内
に
05
年
度
に
設
置
し
た
「
授
業
改

善
支
援
セ
ン
タ
ー
　
ハ
マ
・
ア
ッ
プ
」だ
。

「
授
業
づ
く
り
講
座
」「
よ
ろ
ず
相
談
」
な

ど
を
開
く
ほ
か
、
書
籍
・
資
料
を
充
実
さ

せ
、
年
間
延
べ
約
８
０
０
０
人
の
教
師
が

利
用
す
る
。
こ
の
「
ハ
マ
・
ア
ッ
プ
」
の

支
局
を
08
年
度
中
に
市
内
３
か
所
に
開
設

す
る
予
定
だ
。
ま
た
、
行
政
機
能
も
兼
ね

備
え
る
「
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

を
市
内
４
か
所
に
設
置
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
施
設
も
、
政
令
指

定
都
市
へ
の
権
限
委
譲
の
流
れ
を
視
野
に

入
れ
、
現
場
の
よ
り
近
く
で
学
校
を
支
援

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
教
育
施
策
に
は
予
算
の
裏
付

け
も
欠
か
せ
な
い
。
各
課
の
縦
割
り
で
は

な
く
、
重
点
施
策
へ
の
予
算
獲
得
に
向
け

て
横
の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
。
服
部
課

長
は
「
市
議
会
議
員
の
方
々
に
は
、
言
葉

で
必
要
性
を
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
学

校
現
場
の
様
子
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
実
際
に
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
伴
い
、
こ
こ

数
年
、
毎
年
約
１
０
０
０
人
の
教
師
を
採

用
し
て
い
る
横
浜
市
で
は
、
学
校
現
場
の

若
返
り
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
編
成
・
運
営
・
評
価
・
改
善
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
、
各
校
が
し
っ
か

り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
け
る
体
制
を
い

か
に
整
え
て
い
く
か
。「
新
学
習
指
導
要

領
の
全
面
実
施
ま
で
の
３
、
４
年
間
の
施

策
が
今
後
を
左
右
す
る
」
と
市
教
委
は
考

え
て
い
る
。

「
５
年
後
、
10
年
後
を
見
越
し
て
、
ベ

テ
ラ
ン
教
師
が
退
職
し
た
あ
と
も
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
チ
ー
ム

力
や
授
業
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
服
部
課
長
）

地
区
ご
と
に
拠
点
を
つ
く
り

分
権
の
推
進
に
向
け
て
布
石

図１「横浜教育ビジョン推進プログラム」の目標と重点政策（抜粋）

目標１ 子どもの力を高めます

重点政策１ 「横浜版学習指導要領」の策定と推進

・「横浜版学習指導要領」の策定と授業の充実

・小中一貫カリキュラムの導入　など

目標2 学校・教職員の力を高めます

重点政策11 学校マネジメント力の強化

・学校提案型の予算配当制度の創設

・「よこはま学校経営塾」などの実施　など

目標3 学校を開きます

重点政策13 保護者・地域の学校運営への参画推進

・「地域交流活動拠点（地域職員室）」の整備と

「地域コーディネーター」の養成

・「よこはま学援隊」などの拡充

・「学校ファンド」の設立　

目標4 家庭、そして地域の教育力を高めます

重点政策14 教育の原点としての新たな家庭教育環境づくり

・「学校・家庭アグリーメント（仮称）」の推進

・「早寝・早起き・朝食のすすめ」の推進

目標5 教育行政は現場主義に徹します

重点政策15 分権型教育行政組織の再構築

・分権型教育行政組織の再構築

＊「横浜教育ビジョン推進プログラム」の詳細は以下のウェブサイトを参照
http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/vision/

図２　各学校におけるカリキュラムマネジメントと
教育委員会による支援

※ＦＡ…希望指名制度（教職員が能力や経験をアピールし、校長と直接交渉して異動できる制度）
ＴＡ…人材公募制度（校長が自らの学校経営方針を明確にし、意欲のある人材を公募する制度）
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則に盛り込まれました。しかし、生徒数の減少など、部活動は
多くの課題も抱えています。学校教育の一環としての部活
動を教師がどのように捉え、指導していくべきかを考えます。�

「中１ギャップ」の存在がクローズアップされるようになり、小
中連携に注目が集まっています。識者の提言や、各地の小・
中学校の実践事例から、小中連携の現状と、そこで課題とな
るポイントを探ります。�

カリキュラムから�
考える小中連携�

2007年 9月号�

学校にクレームを寄せる保護者が増えているといわれていま
すが、本来、子どもを育てることは、学校と保護者の共通の使
命です。学校と保護者がつながることの大切さと実践のヒン
トを紹介します。�

つながる「保護者」と「学校」�

2007年 7月号�

文部科学省の「キャリア・スタート・ウィーク」の本格実施に
伴い、キャリア教育への関心が高まっています。５日間の職
場体験学習を実施するための工夫や、教科の授業と連携し
たキャリア教育の在り方などについて考えます。�

生徒が変わる「キャリア教育」�

ベネッセ　研究� 検索�で�または�

つながり、深める「部活」指導�
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